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秋田県にはも私達の祖先が営々として築きあげてきた貴重な文化

が数多く残されています。

東北横断自動車道秋田線は五秋田県の高速交通体系の根幹となる

もので五すでに秋田市から横手市まで、の57‘4kmについては五平成 3

度の完成を目指して着々と工事が進められております。秋田県教育

委員会では五昭和的年度から遺跡の発掘調査を実施しも歴史的

重な資試料を得て逐次その成果を公表してまいりました。

本報告書は五昭和62年度@昭和63年度に調査しました下回遺跡と

田谷地遺跡の調査成果をまとめたものであります。下回遺跡にお

いては縄文時代の土坑や平安時代の竪穴住居跡が検出され五平安時

代の竪穴住居跡からは火山灰とともに県内ではきわめて類例のない

羽釜が出土し五下田谷地遺跡では縄文時代の竪穴住居跡が検出され

した。これらは地域の歴史研究に欠くことのできないものであり

す。

が学術上は無論のことも埋蔵文化財 る御理解と保護の

ために広く御活用いただければ、幸いです。

最後に本書を刊行するにあたり五御援助言御協力を競りました日

本道路:公団仙台建設局も大出市 e 大森町教育委員会並びに関係各位

に対し心からの感謝の;曹、を申し上げま J 0 

2年 1月20日

秋田
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1. は、東北横断自 る 4冊目

る。

2 、l?'
J、

正ー 下回

跡の調査の結果を収めたものである。

3. 執筆分担は以下のようにした。

はじめに ・a a".  a ;o;o........................................柴田

遺跡の立地と

遺跡の立地と

。2 ・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・・ a ・谷地

下回遺跡 .. .. .. .. ~ ~ " " " " " " " " c a a ・"a a a 昼~ . .. .. . .. . e "谷地

下 (1) 昭一

下田谷地遺跡第2章第1節以外・・・・・・・・・・柴田陽一郎

4. 自然科学的分析のうちド田遺跡の火山灰分析は東北大学農学部 庄司貞夫氏、山田

(現 農林水産省農業環境投手持研究所土壌調査分類研究室)にお願いし、玉稿を賜わった。

心から感謝申し上げる。他に、

跡の花粉分析 e 鉱物分析はパリノ@サーヴェイ〔株〕

に、T'回

し る。

5. 石器の石材鑑定は秩田県立博物館 佐そ木 厚氏にお願いした。

6. 土色の表記は、 財団法人日 新punu 

版 に拠った。

7. 発掘調査および遺物整理にあたって、下記の方々からご指導@ご助言を賜った。記して

感謝の意を表する次第である。(JI嬰不同〉

向田茂弘 寸I苛十i惰堺七l十‘J寸コーム臼l包j 佐々 手塚均

小松正夫石JI 石郷岡誠一赤平智尚千田和文奈良正毅能登谷宣康

白鳥文雄板橋範芳本間 徹鈴木俊男 敬
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3. 遺構はすべてそ

4. 挿図中

の遺物もそれにしたがった。
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なく通し番号とした。

に、下田谷地遺跡ではすべて通し番号とし、

に

リ

ー

ム

υ

した。

7. 石器のアスフアルト

るため、挿図中

は黒く塗りつぶした。

く塗りつぶした。と

8. 挿邸中のスク 1)ーン e トーン、シンボルマークは以下のように使い分けた。

地 山 障室ま忠割地山土の再:lM~積・地 LlJブロソク 審ニi二 者百

1Jt ゴ二 (火'iJ)tIIO) 化 4布 A 王J 器

jJ1tゴ二・ j'・.......1土器:の{寸 ~-&J (スス) 襲警 l現;t

ヅ℃ 山 下}え 土器の付 :段I(ウルシ) 悪事全属製品

田谷地遺跡

j也 LlI :1た iι天D 化 干-i.~iio)1合法き

灰白色火山!疋 J~Iと オA 警警 ゴ: →111?1? 1 A 

イ…i す品 グ ) 探 米 付時 じ/) 石 又111L? 畠弘 石 一ii，J'
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1 調査に弔るで

はじめ に

1 るまで

東北横断自

下されfこ。 こ

には、秋田市一

月には、日

る埋蔵文化財包蔵地の

昭和55• 56年の2ケ

士1雷 2') 

さら

て

44遺跡が存在すること

終的に路線内

その後、路線内におけるこれ

これ

いて、日 )-

0) され戸こが、 ことから最終的に P
A
口

ヴ、レ」T
Q
 

L

一(註:i) 

し、昭和60年度から調査が開始されたのである。

調査は秋田市寄りの遺跡か され、昭和60年には河辺郡河辺町七出地区の 6

翌日年には仙北郡協和町中淀川地区の上ノ山 1.上ノ山 II.館野遺跡の 3遺跡、そjtに同町!峰

る半仙遺跡の一部の調査が実施されている。さらに昭和62年には半仙遺跡の
(註 8) 

残りの部分と、西仙北サーピスエリア予定地の上野台遺跡とその北側の寺沢遺跡、仙北部南外

村の大畑潜沢田@小出 1.宜 .m遺跡の一部、大森町の下回遺跡、

っている。そして昭和63年には小出 1 • II • m遺跡の残りの部分と小出 E遺跡、北田山

田ケ沢遺跡、大曲市の石神@太田@下田谷地遺跡の調査を実施したのである。

註 I

)
ム
一
一
一
¥
}
ノ

年

員

年

出

来

一

比

一

川

和

育

和

昭

教

昭

(

県

ず

JL

T
Iム
「

斗

J

円
/
M

円

H
U

口
μ

Q

U

口
同
U

『
ヤ
ハ
司
ハ
斗
U

1ム
イ

古

し

1
ょ

つゐ註

註 3

1984 (昭手口59年〕

註 4 その後の範囲確認調査など、で、遺跡の範聞が路線内に及んでし、ないことが判明したものがあり、

37の遺跡のうち、実際の調去の対象となる遺跡は24遺l時』である。

q 
一一- .) 



じめに

註 5 秋田県教育委員会 f東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書 1 秋田

第166集 1988 (昭和63年j

6 7遺跡の範開確認調査を実施したが、石坂台 V遺跡(遺跡No.:32)は路線内に範囲が及んでい

なかったので調査汁象から外さJltこ。

秋田県教育委員会

1985 (昭和60年j

註 7 秋田県教育委員会 f東北横断自動車道秋田

第166奪三 1988 (昭和63年)

JI 秋田県文化財調査報告書

註 8 秋田県教育委員会 f東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書EJ 秋田県文化財調査報告書

第180集 1989 (平成元年)

9 昭和6:3年に新たに確認されたもので、同年 8月に遺跡範囲確認調査を実施している。

4 -



:2 ;j)7，J査の組織と構bY~

2 調査の組織と構成

10 I下 18AOOm' 

下田谷地!大曲市内

谷地130外

田 叩昨[柴田

5/9-7/12 

昭和62年度 昭和63年度

白 秋田

センター集落遺跡研究室長 戸沢 充則明

桑原滋郎 宮城県多賀城跡調査研究所長 林謙 作 北 海 道 大 学 文 学 部 助教援

小林達雄 国学院大学文学部教授 吉岡康暢 国立歴史民族博物館

須藤隆東北大学文学部助教授 渡辺 名

回

秋田

秋田

秋田

ンタ

/々
、
/ 田北

八
1
A
1
 

現

ンター

丈由市ー大

5 



?土 Lう?二

3 6:崩否の

グリッド し7こO
向口 回線路線内には、 20m毎

されており、その中心杭 li筒所ーを選定し、これをグリットの起点l¥1A50とした。 MA50から

磁北を求めて南北基線とし、それと直交するラインを東西基線とし、 4mx4mのグリットを

v、 し/~ 田遺跡ではSTA200十60、下回

はSTA202十80である。グリッ
a

向 LT→ 

LA、五す→KAとし、下回 LA-，.LT、lVIA→MTというふうに

アノレブァベットを、 には49. 50 . 51......というふうに南から二!とに向かつて となる

る2桁の い、 MA50というふうにこ

グリッドの名称とした。

し、 4mx4mの

までは浅いものと考え、全

-r ら開始した。 遺物の取り

出土のもの(士、出

もの(士、 グリッ卜@

日を

したラベルとともに取り また、これら遺物の じて

るよう努めたが、った。遺構の確認はできるだけ掘り

下田谷地遺跡は畑の耕作による しし地u される っ t~こ。

し、ている。住居跡などの、 き

一フフのマて 東西及び南北のニ方向または長軸及び短軸の二方向に直交する理土堆積状

ょった。

ている。また、規模の小さな土坑な

している。調査の記録は、

1//20の縮尺で作図することとしたが、

して

+」肌

@カマド

c/-品

Jム己申、 しては 1 つ 1，-。ヨ二

にわたる図面作成も行っている。この他、下田谷地遺跡では平板測量に

よる地形関の作成も行った。

いては、基本的には35rnrn、 じて 6X4.5rnrnのモノクロとリパーサルフィ

ノk L入 した。この組、下回 @下 のため、

っ7この

における

をトレースしている円

ている。

いて

図

い
u
h

ゴ
H
h

万一

伝

川

乍

γ

2

M
叶

し、 これ

--， 
J 
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4 調査の経過

4 調杏の経過

一下

する

りであるが、 しし

されたL、。なお、 のマ
hu

る。

4月27日から開始した。この前の 4月10日 4月24日には1'1"

ため、 ンターにて

した0

4月初日には、現場にて、

8月7日

クラブをはじめ、地元の下

し した0

6 

クラブなど多数の人々

などの郷土史研究家も来跡した。

した。ま

?、二、

7月下旬、白

積状況について指導をうけた。

の芽、跡を仰ぎ、遺跡周辺の地質や、 の第四紀の地質堆

下田谷地遺跡

調査は昭和63年 5月9日から開始した。この前の 4月27日に、大森町袴形環境改善センター

にて、大森町民を対象とした作業員説明会を開催した。 5月17日までには調査地の下見 e 調査

準備を行った。

7月12日 した iJ~ 、 この 7月8日に戸沢充則専門指導員の来跡を仰ぎ、

@遺物について指導をうけた。

両遺跡の遺物整理@報告書作成などは、調査終了後から平成元年度にかけて、秋田県埋蔵文

化財センタ…で行った。

- 7 



の立地と環境



遺跡の立地

遺跡、の立地と環境

1 遺跡の

下 下田谷地遺跡は、 内 る。 、北緯39度24分

である。両遺跡の西側は出羽丘陵(出羽山地ともし、う)で、東側 っている。

、‘
、a，，Ft
 

と大出市の境界をはさん下回

北に藍線距離で、約150m離れている。

出羽丘陵には起伏量200m以上の中起伏山地はごく狭く、 300m以上は姫神山C387.6m入

山C339.5m) 羽|勾 (438.0m)

地形簡はうねみぞ状の特色を示

す。大森町板井田字水沢から

由市内

の3カ所の孤立竣峰化し

地ないし脈岩地で、

を埋めるように

もつ新第 3

し、

ら北へ低平な山稜の連続性を呈

している。両遺跡は、

地で、起伏量100m未満の低位侵

蝕面(大森層〉に立地している。

この面は面状侵蝕による盆状谷

でできている -ず由、

」 、

から

)ア。。

11-



i室勤iのす:l告と環境

2 
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2 遺跡周辺の地質

2 遺跡周辺の地質

み/¥、

グリンタフ

している。こ

7tJ 
くL

• f' される。 F

グリンタフ」とよばれ、主として火山噴出物か

らなるの

る地!曹は下位から!II買に女川層、船JI され

ものほど粗粒になる傾向がある。すな

らなるが、天徳寺層のシノレト岩を経

ている口こ;れら

わち最下位の女)I 質h
づ

1
?トト〆で質

る

硬
たし

て、 として砂山から構成されている。このこと し

とともに浅海化していったことの反映であると解釈されてし、る。

下回遺跡、下田谷地遺跡の立地する丘陵の基盤層は最下位の女JI 

とする "hardshale"の名で親しまれている岩相である。 10

い!火貝で伸歌勾!脅宇出するの硬質部はフリント質であることが多く、軟質部は下位船川層と同

かく砕ける泥岩である。苦灰質団塊を含んでいる。下位の大森層及び須郷田層

L 
し一 る。 として多く用いられている頁岩は主として女)11層由来のものであ

る。

う土壌は淡色黒ボク土である。緩求!凸地形には寺山統a、緩斜凹地形には寺山統b

が発達している。寺山統 aは黒ボク土に近似するが、色調は黒ボク土より淡い。表層、下層と

も堅密である。寺山統bは、一部では黒ボク土壌として発達するが、寺山統に髄伴して出現す

るため寺山統bとして分類されるものである。表層はやや厚く色調も濃く黒褐色を呈するが、

特に顕著なものとはならない。概ね表層、 とも堅密である。下回遺跡と下田谷地遺跡の間

に入る沢は、地下水位が高く常に下層が還元状態となっており、地下水位30-60Clflの位置から

出現し徴粒質の幡野統(グライ土壌)が発達している。

引用文献

秋田県文化財調査報告書第180集 f東北横断自動車道秋田線発堀調査報告書面一上野台遺跡@寺沢@

半仙遺跡 j 1989 (平成元年)

そ矢田県農政部農地整備課 1-大E1!lJ 雄平fIll中核都市建設計画地域 土地分類基本調査，] 1978(昭和

53年)

-l3-
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3 歴づミ的環境

3 歴史的環境

、下田谷地遺跡は大曲di し、し も横手盆地の北西部 Q 。

:乙ソF♂土1

1図、 弟第:1表j している O

における遺跡の分布は、雄物川

J-

る

![者根と内小友地区でその傾向主
t
一

るしいn

があり、後期の竪穴住居跡 2軒、土坑 2基など

じ晩期では、隣接地の成沢 I

された成沢豆追跡 4) 

なども出土してし、る。同

されて

いる。 (T) として

を施文し

され、集落であることが判明している。こ

出土し、北陸地方との関係があったと考えられている。

(16) 

跡からは、

としては十

遺跡がある。弥生時代の遺跡は数が激減し、

e
 

1
1ム

1
i
 

T
iム

村山
可

d
d
t
1レ中@

 ハV4
1
i
 

f
、

行
以 の

円
ノ
M

1
1
4
 

πHA 

みである。こ

から ~昭和:36年にかけて

成沢遺跡は昭和50年の発掘調査で 3 され、その年代は 8

にある平城があり、

(18)がある。

-9世紀仁!コ頃と

には成沢館跡(3 )、されている。中世城館は丘陵地にある山城や、

前崎山城跡(14)、高寺山城跡(17)、

雄物)I 

(15) などがある。

に分布しており、大槻城跡 (24)佐戸館跡 (25)、河野目

館跡 (26)、 (27)、門野目城跡 (30)、落合館跡 (29 横手市)などの平城がある。

3ヶ年にわたって より

どが検出されており、その

しているo

e中世の遺跡が

」ミー

3棟、井戸跡 8基、鍛冶遺構 3

時期は出土遺物から中世から近世初頭とされている。{也に、

大森町では大出市と

多い。

れている。中世域館は、

のイ自に館小山跡がある。

- 15 





3 

18 

19 

20 

第 1表下回@下田谷地遺跡と周辺遺跡一覧表

成沢館

平野

17 

縄文(後期~娩期)平安

中世

縄文(後期~晩期j

縄文

中世

縄文

3 歴史的環境



遺跡の立地と環境

註 1 I遺跡位置及び周辺遺跡図J中の遺跡の分布は下記の文献に拠って作成した。

秋田県教育委員会 f出羽丘陵総合開発事業遺跡分布調査報告書J 秋田県文化財調査報告書

第42集 1977 (昭和52年)

f秋田県の中世域跡j 秋田県文化財調査報告書第86集 1981 (昭和57年)

秋田県教育委

註 2

1987 (昭和62年)

1987 (昭和62{fe_)

1974 (昭和49年)

註 3 秋田県埋成文化財センタ一 向*r刊!民埋蔵文化財発掘調査報告会j発表要胃

1989 (平成元年j 報告書は平成 3年度に刊行予定であるの

註 1 須藤 隆 「秋田県大曲市宇津ノ台遺跡の弥生式ニl二器についてJ li文{~~ 第33FIJ第 3号 東

北大学文学会 1969 (，昭和44年)

註 5 秋田県 f秋田 1977 昭和52年〉

註 6 1976C昭和

51年

註? 大由市教育委員会 f四十二館跡発掘調査報告書 1984(昭和59年)

註 8 卒、遺跡、の名称については何吹田県の中liど;岐跡jによれば「昼館」とあるが、 しし、同k

田県遺跡地図 に掲載されている遺跡名をとって としfこG

18 -
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下田遺跡



第 l京調査の祖要

第 l章調査 の概要

第 1節遺跡の概観

り している n 曲 s

る前羽後線

なだら

ると、大由市内小友地区を抜けて

える。この丘陵の東端部が遺跡である。大森町の中心部から北へ直線距離

で、約7.2krn、JR大曲駅から南南西に約7.2krnの地点にある。この丘陵には北東から南西方向に幾

つもの沢が入り、南北に並ぶ連続した尾根状の丘陵列となっている。下回遺跡ではこの尾根状

2列とその付け根 ~北西に伸びる尾根の頂上部と斜面で、

出された。

発摺調査区の北東部にある小さい尾根を北側に越えると、北東から南西に入り込む幅約20m

の沢があり、この沢の中央を流れる用水路が大出市と平鹿郡大森町の境界で、ある。大出市側に

して下田谷地遺跡があり、この沢を挟ん

したのをはじめ、縄文時代後期の遺物も

密接な関連があったことがわかった。また、

し、両遺跡の間に入る

として相対的層 で対比でき、自然環境

ん

し、それぞれの時期において

くには両遺跡とも埋土中に火

が認められたことで、火山灰

りも得ら

したのに対しでも下

ら;fLtこ。

方、縄文時代前期には下回

出在地遺跡ではこの さi1_ず、 〆コ

第 2節 の経過

......----) 
J 

った後、 4月27日から 8月 7日まで行った。

と併行して、

しはじめる。

る

くにしたがって

し

ら4月27日

の

ため も行う。

4月30日

となる。 MH48グリッド

したの

(第156関363)

5月15日 に入る。 しはじめた。
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5月18日 中央部の北東側で単独で検出した土坑 (SK13)の埋土中に火山灰が堆積している

ことが判明。さらに北東部丘陵の南側斜面で、も、埋土中に火山灰が入っている

を 2基(SK14、SK16)検出した。羽後町教育委員会の鈴木俊男氏が来跡し、火山灰

と溝をもっ建物跡についての教示を受けた。羽後町で古墳の周濠から検出される灰

白色火山灰と類似しているとのことであった。

5月29日 南東部の畑地の粗掘に入る。削平が著しく遺物が露出している。

5月30日 調査区内で最も標高の高い帯西部の丘陵頂部の粒掘に入る。北東部丘陵では、竪

穴遺構 (SI26)などの遺構精査に入る。

6月15日 南西部丘陵上の縄文時代晩期の遺構群は丘陵頂部に集中することが判明した。調

査区外にも遺構群が広がっているようである。

6月22日 南部丘陵上とその南北の斜面から多量に出土している縄文前期の土器と右器類

は、丘陵頂部では少なく斜面に多い。捨場が形成されている。

6月24日 大曲西中学校郷土クラブ員、約25名見学に来跡。

6月26日 排土運搬路、土留め櫛等の工事を終了する。荷東部に一部残っている未掘部分の

粗掘に入る。川西小学校六年生が校長先生の引率で来跡し、熱心に見学してしぺ。

7月3日 南東部で竪穴住居跡 (SI100)を確認。カマド煙道には土師器整形土器が入ってい

る。

7月 9日 南東部で、焼土遺構を切るピット中から銅鏡が出土する(第143国287)。

いるが、八稜鏡のようである。 ド

7月10日 SB92建物跡は焼失遺構で、柱間を結ぶ溝には炭化した板材が残っていた。

7月16日 士層観察のための深掘りトレンチが、地表下約 3mで硬質泥岩の岩盤に達する。ま

た、北東部丘陵のつけ根部分で行った深掘りでは、地表下約 1mより

のような大きな表層の変動によると思われる土層が確認された。

7月初日 大森町郷土研究会、九十九沢部落婿人会、角間)11昔を語る会の一行が来跡。地元

7月22日

7月24日

8月 6日

8月 7日

の人達の来跡が相次いでいる。大森町老人クラブ、約100人来跡。身体の不自由をお

し る人もい戸こO

大学助教授が来跡、し、 SIlOO竪穴住居跡埋土中

る火山灰と基本層伎につし、て教示していただし

して、本日 する。

残っていた実測、撮影等すべての現場作業を終える。

った機材を撤収し、 した。

この後、埋蔵文化財センターで遺物、 、、 った。
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第 1章調査の概要

第 l図遺跡配置図
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第 1節遺跡の

第 2 調査の記録

2室調査の
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図示したのは、

ある
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トFRj立民主

第 2節 縄文時代@弥生時代の と遺物

1. 検出遺構と出

SKl13土坑(第 3図、図版 1.25) 

L036 37グリッドで、検出し tこ。

坑である。平一坦な底面の中央

あり方からみて捧状のものが立てられたまま

深さ約 1m18cmの円筒形の士

さ約13cmのピットが 1個ある。埋土の14層の

えられる。埋土中からは縄文

ものであるが、文様の判H
Y
 レブ し丈こ。

明するものはなかった。

SK51土坑(第 3岡、図版い25)

LN41グ 1) ット‘

坑である。

した。 1 m10cm、底怪約75cm、深さ約 1m20cmの円筒形の土

さ7~ 12cmのノトピットが4個配置される。ー摩ト坑が;埋没し

され、粘土を貼った新たな底面を形成して再利用されてい

3 ~ 5 cm、

自然堆覆であるが、 LJd 
人為的に埋められ

しfこo 1 V主口

または、へラ状工具側

もろい。繊維は少量含まれ

ら

にへラ状工具のw'!J由を用いたキザミ自を施す。日

用いた横{立の連続刺突文が施される。胎土は細粒砂を多く

。n

SK95土坑(第 4図、図版ト25)

LK41グリッドの中央で検出した。 SK96土坑と近接する。上端は長径約90cm、短径約74cmの

不整円形、底径は約60cmで、断面形が袋状となる土坑である。深さは約46cmで、ある。上端から

約10cm下で、関口部がやや狭くなり、長さ約55cm 、 Ip高約45cm、)享さ約3~6cmの凝灰岩の平石を

、て関口部のほぼ全面を塞いでし、る。 盟十は人為的推濯であるハ涜t1'WJは開口音liず寒ぐ斗L.bよ

り下の埋土中から縄文土器破片が l点、小礁が 2点出土した。縄文土器は磨滅していて文様は

不明であるが胎ごとに繊維を含んで、いる。

SK96土坑(第 4図、図版ト

LK41グリッドの北側、 SK95土坑の北東約80cmで、検出した。上端は長径約71cm、短径約60cmの

し、深さは約37cmで、ある。 SK95=l二坑と同様に、断面形はヒ端の関口部より底径が

きい袋となる。埋土は人為的堆積である。確認面上では 2の君恵器翠形土器胴部破片が出

土し、埋土中からは縄文土器破片が 2点、不定形石器が J点出土した。縄文 i二器はし、ずれも

した小磁汗であるが胎土には識維が含まれている。 3の不定形石器は表面が操皮雨iである。縦

に2次加工を施して刃部を作出したものである。刃部と反対側の側辺のー
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第ヰ図 SK45土坑、 SK96土坑

めの 2次加工を施している。

ミ 図 版2.25)

LG32 • 33、LH32• 33グリッドにまたヵ;つ

2 m30cm、深さ

した口 2 m90cm、短

入り込主、

L 、 i~留り

あるが

短径約60側、 i架

あるがも られな L、。 って4ケ さ1り
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1'.田遺跡

日KI'11

千三ごヲ
4 

SK1~() ρ 

/} 
ノ/

Slく1'11

第 6図 SKI91竪穴遺構eS附 20土坑出土遺物

る。埋二とは自然堆積である。

出土した。埋土中及び木根による撹乱部分のものがほとん

る。やや厚みのある横長剥片の打面と南側辺を折り取り、他の一

~25cmのピット

遺物は縄文土器、

どである。

辺に刃部を{乍出したものである。5の他にブレークが埋土中から9点出土した。6はRL縄文が施文

された土器片で目台土に繊維を多く含んでいる。その他に胎土に繊維を含む土器片が2点出土し

た。 7は土師器杯形土器の底部で、遺構確認面と撹乱部分から出土したものである。内外面とも

ロクロ成形で回転糸切りである。ケズリ等の調整はない。

SKl16土坑(第 5

LG39グリッドで検出した。平面形は径約62cm、深さ約20cmの円形である。底面中央は浅いピッ

トがある。底面近くから胎土に繊維を含む縄文土器片が 2点、埋土中からフレークが 2点出土

1 _1-ー

し ''-0

SK121土坑(第 5図、国版 3) 

LI40グリッドで検出した。平面形は径約84cmの円形で深さは約24cmで、ある。底面は平坦であ

るが北側は一段高い平坦面があり、壁は底面からほぼ垂直に立ち上がる。埋土は自然堆積であ

る。埋土中からはブレークが2点出土した。

SK120土坑(第 5寸図、

、深さは約44cmで、あ

らゆるやかに開き

からの出土である。胎土に繊維を含む縄文土器片が 2点とフレー

した。 4は2次加土のある剥片で、素材剥片の 2辺を折り取り、

LL39 グ、~)ッド 1m、

る

味に立ち上がる。

ク及びチップ。が多く
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第 2章調査の記録

2次加工を施しているが、刃部とはなっていない。 された不定形

であると思われる。

SI37竪穴住居跡(第 7-9図、図版 4.25) 

KK44.45、KL44.46グリッドで検出した。検出時には中央のP1が単独の土坑である

えたが、その後周囲を精査したところ、 Plを取り開むようにP2 ~P12の 10基のピットを検出

した。壁は検出できなかったが、これらのピットによって囲まれる長軸約 4m、短軸約 3m20 

cm U) 情円7仁川J組側乞仕厄問、と判断した。ピットは径36~20cmも深さ 50~24cmであるが、比較的

きL、P2、P8、P10、Pll、P12が主柱穴と考えられる。これらの柱穴は、住居跡の

にP2、P6 ¥ P 3とPll、P10、P8 ¥ P12が対になって不整 7角形に配置され、長軸のP2

とPll、P3とP12の問が広く開いている。長軸方向はおよそN-75
0

-Eである。床面はほぼ平担

である。

cmで、ある。

本来ある

る。

中央にあるP1 短径約96cmの不整楕円形で、深さは25~28

で、壁は巌やかに立ち上がる。底面や壁面ーは焼けていない。埋土中には、

した大きさ10cm以ートーの泥岩の小角礁が多量に含まれている。これらは

ったものが、埋土に混入する際に砕けて小角擦になったものであ

には炭化物と焼土粒が含まれており、ピット群の中心部にあることから、

炉の機能を果していたと考えられる。 埋土の堆積状態は自然に流入したのではなく、人為的に

埋め立てられたものである。住居跡が廃絶する時点でP1を埋め立て、その際に炉石として使用

した泥岩も周囲に散乱していた土器片とともに埋土に入ったと考えられる。

遺物はP1 ¥ P 2、P5、P8、P9、P10、P12から縄文時代晩期の土器片、 P2から 2次加工

のある剥片、 P10、P12からフレークが出土した。 9.11.12は精製土器の浅鉢形土器、 10.13.

18は深鉢形土器、 17は鉢形土器である。 8• 14 • 15 • 16は粗製の深鉢形土器である。 14• 15 • 

、Plの埋土主体に泥岩の小角礁とともに含まれていた。 17は口

文が施文されている。 20の注口土器はP2の周囲の浅い掘り込みの埋土中から出土した。口

と注口部及び胸部の一部から器形を推定復元したものである。推定日縁部径約13cm、最大径

25cmと大型である。注口部の付け根には上下にヒレ状の突起が、っき、左右には 2個一対の小突

起がつく。胴部は雲形文が施される。 19は2次加工のある剥片である。棟皮面のある小刻片を

とし、表裏両面に細かし、剥離痕があるが、刃部はない0

SI26受穴{主題跡(第10• 11菌、図版ト25)

KP55 • 56、K055• 56グリッドの斜面で検出した。平面形は怪約 2m35cmの円形で撮り込み

さは約20cmで、ある。斜出上部側の北側でSK32土坑を切っており斜面下部の雨側は倒木痕に

よる指苦いを号けている。床面は平坦で北から南に若干傾斜している。南側
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第 2章調査の記録

している。斜面のため北側壁は残り はほとんどない。

り付いている。

さ5~24cm 

に約11x 6 cmの赤のピット した。 うち 6

り地床炉かと忠われる。埋土は自
可f

Q 。

の上音litこる倒木痕には、地山土の隆起部を取り閤

から検出されたものと同じ火山灰が堆積していた。

る剥片が 1点出土した (23)。両面加工の箆状石器 c類の刃部である。

基部側に向かつて斜めに強い力が加って折れた状態で、あり、使用中

から2次加工のあ

iJ、

したものと考えられ

ザ

心。

SK32土坑(第10• 11図、図版 5

SI26竪穴住居跡床面の北側で検出した。 SI26竪穴住居跡によって切られている。検出面の平

田形はよ端の長径約90cm、短径約80cm、底面の長径約66cm、短径50cmの楕円形で、ある。

の深さは約20cmで、ある。

人為的堆積である。

と ながりゆるやかに外反して立ち上がる。理士は

した。 21は壷形土器の口縁部である。

されており、口唇部は折り返し気味に肥厚する。縄文晩期後半の精製土器である。 22はRL

縄文の上から横位に沈線が引かれている。小破片のため文様構成は不明であるが縄文晩期の土

0
 

7
Q
 -

i
A
 

つ
斗
A

田
山

し
J

」

口
一
宮

口ペザ羽一

SK25土坑(第11図、図版 U

KP50、K050グリッドで検出した。 SI26竪穴住居跡、 SK32土坑の南側に隣接する。平面形は

上端の長径約 1m18cm、短径約96cm、下端の長径約60cm、短径約48cmの円形に近い楕円形であ

る。深さは約56cmで、ある。底面はほぼ平坦である。底面から壁は丸みを帯びて立ち上がり、上

端部ではやや内湾気味になる。埋土は自然堆積である。遺物は出土しなかった。

SK21土坑(第11図、図版 5)

KQ63ク、リッ F'で検出した。平面形は上端径約 1m、底面径約72cmの円形で深さは約45cm-で、

ある。底面は平坦で、壁は車線的にやや外反して立ち上がり、断面形はパケツ形である。底面

に10~20cmの礁が 3 個置かれていた。このほかには遺物は出土していない。埋土は人為的堆積

である。形状、礁、埋土の堆積状態はSK41と類似する。

SK22土坑(第111盟〉

KS58グリッドで検出した。平面ノは径約80cmの不整円形である。

に立ち上がる。斜面で検出したので斜面上部の北西側では深さ約20cmの壁があるが、南東側

はほとんど壁が残っていない。北東側には径約20cm、深さ約25cmのピットがある。本来はもっ

と深し寸二坑で、あったと思われる。遺物は出土しなかった。

39 



ド田遺跡

SK23土坑

KR57グリッド

円形である。

さ約10cmで、ある。 SK22土坑と

した。 5m る。

る。北西側で深さ約20cm、

ともによく{以ている にピットはない。

は出土しなかったn

SK19土坑

KR62グリッドで:検出した。

からゆる

しなかった。

1 mlOcmの不整円形で、深さ

る

る。

である。

SK41土坑 、図版 6

KQ42グリッドで検出した。上端の平間形は径約92cmの円形である。!底面は平坦で、、缶約60cm

の円形である。深さは約70cmで、壁は底面からほぼ垂直に立ち上がる。東側には大き

あって撹乱を受けているためやや形が乱れているが、本来は円筒形の土坑である。

ミ」 てし、rニO ある。す しても SKP52ピッ

トがある o

SKP52土坑(第12図、図版ト25)

KQ42グリッドで、検出した。 SK41土坑の北西にほとんど接している。径約16cm、深さ約13cm

の円筒形のピットである。埋土には地山ブロックを多く含み、人為的堆積である。

で、 26の台付鉢形土器の台の部分が正立した状態で出土した。胴部は同一地点の遺構確認面よ

りも若干上層の黒色土中から、 24の小型壷形土器と25の小型浅鉢形土器とともに出土した。 24

は全体に赤色顔料が塗られている。胸部は丸く膨らみ、動部は内傾して、肩部に 4ケ所突起が

しなかった。

つく。口縁部は屈曲して外反し、口唇部が立ち上がる。胸部の文様は上部に 3本の沈線が横位

にめく、り、その間に細かし、キザミが入る。その下は雲形文が捕かれるが、縄文は充填されてい

ない。文様帯の下端は 2本の沈線が横{立にめぐる。器壁は薄いが焼成は良好でしっかりしたっ

くりである。 25も全体に赤色顔料が塗られている。 24と同様の胎土、焼成で、色調もよく似て

し、る。口

の施さ

に 1ヶ所突起がつき、口

る口縁をもち、

1本の沈線が横位にめぐる。 26は突起とキザミ

されている。文様は24の

LR縄文が充填されている。 2本の沈線で区切られた胴部下器とよく似ているが、

にも縄文が施文されている。 ょく され、 1本の沈線によって区切られた下

されている。これらの遺物は、 SKP52ピットに

し、その周協に24• 25が一緒に置かれ、 SK41土坑に伴うものであると

堆積状態が人為的であることや24~26の遺物の出土状況からみて、

を埋め込んでおが正立

えられる。 SK41土坑は

も
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土坑であると考えられる。

SK33土坑(第13• 14図、図版ト25)

KN45、KlVI45グリッドで4東出した。

である。 深さは約45cm、長軸方向

ち1二がり、 1-:.端近くではゆる

ら 1 m50cm、 1 m20cmの楕円形

と炭化物

と患われるの埋土の各層中には、多
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27 • 32v土、 目岡部

!巧 1 

り口

ぐり、ロ

をもっ。 32の胴部には、がめぐる口

る

第 2主調査の記録

もある。口

3~4 本の沈線

る。

-'?今コE つつ/，+つつし
zご イ し /0 山._)~ d--J心乙

L し土出辺周

と同じである。 29は4条の細し

形土器である。いずわも

る。 28• 29はSK41土坑

と思われる。 28の口

ぐり、その間にキザミが入る。 37• 38窃 39は浅鉢

さhてし、る。

: f品民 l

，、， w

し三
1) I(i) N!Y!ヘ社itト-を!的

只 K(~q
-.‘一ー

、、
¥ 45 

: メI(りこ

S!<6:2 

~草寺乙

44 
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111 

CI11 
46 

第話題 SK62土設
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ド田j遺跡

ある

おり、

SK62土坑

たる

られていたと忠われる。

ぐる沈線部分で欠損してし、る。

図版 7-25) 

いる。 って

る。胸部

KN47.錦、 KM48グリッドで検出した。 1 m30cm、 1m 

方形で、その北{日uに筏約80cmの円形の掛り

約35cmで、ある。 に立ち上がる。段の

てレミヨる Jやカミにーとヵ:り、 にちと/J~る。

まれ、上部では焼土粒も混じる。;単積は人為的であると思われる。埋土中から

したが、いずれも破片で、完形または全体の形が復元できるものはない。

41 • 42vl1を鉢形士器である。 41は口唇部がくの字形に内館し沈娘がめぐる円 42は仁!

までは

fこ!古J/Jゐつ

歯状文が施され口唇が若干内湾する。 45は小型の台付深鉢形土器であるの口唇部にB突起をも

ち口 にめぐる。外面にはスス している。

している。 44も問ーの器形文様であると忠われる。 ミ仁1

部には 3ヶ所にスカシが入る。腕部上半の文様と台部をつなぐ雲形文は 2単位で、その他に 1

ケ所異なるそチーフが入る。全体に赤色顔料が塗られている。 SK63土坑から出土した浅鉢形

土器の破片〔第16図48)の一部がSK62土坑から出土し接合した。

SK63土坑(第16図、図版 7

SK62土坑の北西約 1mのKM48グリッドで検出した。平面形は長径約 1m32cm、短径約1cmの

楕円形で、北側にさらに l段径約80cmの円形の掘り込みがある。上段までの深さは約20cm、

まで、は約32cmで、ある。底面は平坦で壁は底面からほぼ垂直に立ち上がる。上設の平坦面から

上端に向かつてさら に立ち上がっているが、北側は段をもたず底面からゆるく傾斜して

立ち上がる。埋土中には全体に焼土粒と炭化物粒が混じっている。

片が多く含まれていたが、完形のものや全体の形が判明するものはない。

47-49は浅鉢形土器である。横位に 2-3本の沈線がめぐり、 48• 49はその下に細かい縄文

の充填される雲形文が描かれている。 50は台付深鉢形土器である。内湾したのち外反ぎみに立

ち上がる短い口誌をもち口縁部下には沈線の間にキザミ、胸部には雲形文が施されている。

SK62土坑とSK63土坑は規模、形態、埋土の状態、遺物出土状況が類似し、 48のよう

ら出土した破片が接合する。したがってこの 2 じ

であったと考えられる。また、遺物の接合関係はなかったがSK33土坑も

物出土状況が類似しており同じ性格の土坑で、あると思われる。
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第 2章 調子干の記録

SK34土坑 7 

SK33 . 35土坑、 SKP40ピット

さは約22cmの

してKM45グリッドで検出した。 1mの

る。 ら

が外反し肩が張る

下には南端が鈎形に山がる短い沈線 2段、そ 3 

ザミ もその

ぐる。胴

、w

LR 

SK35土坑

KM44グリッドで積出した。

γ， 
G。

さは約16cmで、ある。 毛ョ

SK34土坑と 形態が似ている。遺物は出土しなかった。

SK53ニヒ坑 (第17図)

K046グリッドで検出した。

文土器破片が4点とフレーグが1点出土した。

円形で深さは約32cmで、ある。 らは:縄
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下回遺跡

SK70土坑

してKJ46グリヅドでf実出した。

らほぼ垂直に立ち上がり、

の不SKP46 77ピットと

さは約23cmで、ある。

物は出土しなかった。

SK45土坑(第17図、

る。

しょこOしてKK45グリッド

さは約26cmで、ある。細かし、 LR縄文の施文さ

ら出土した。

が埋土 1~ll か

KJ44グリッド

ある。

と思われるピットがあり、切り合L

図版8)

した。 1 m22cm、 さは約20cmで、

よる

は不明である。

から

から出土した破片と

している。

口

した。 53の深鉢

ふんし

SK39土坑(第18図、図版8)

KJ44グリッドのSK44土坑の南東側で検出した。 は不明だ

がも推定長径約80cm、短径約50cmの楕円形の土坑になると思われる。確認、面からの深さは約20

cmで‘あるが、調査区境界の壁面の土層では、基本層位の 3層上面から掘り込まれており、掘り

込み面からの深さは約27cmで、ある。!底面は 2段になっており、土坑中央部が一段低い。

からは縄文土器破片が4点出土した。

SK47土坑(第18図〉

SK70土坑、 SKP46.77ピットと近接してKJ45グリッドで検出した。 径約20~25cm、深さ 45

~48cmの 2 本のピットを臨んで、在約65cm、深さ約15cmの不整円形の掘り込みがある。埋土中

から縄文土器細片が 1点出土した。

SKP77ピット(第19図)

SKP46ピット、 SK47• 70土坑と してKK45グリッドで検出した。径約42cm、深さ約44cm
____ J- '-1' 

C. cりく;) 日!ことしなカミった。

SKP46ピット

SK47.70土坑、 SKP77ピットと近接してKJ46グリッドで検出した。径約30cm、深さ約50cm

である。確認面で縄文土器破片が 1点出土した。

SKP40ピット

SK33 34事 してKJ.¥;145グリッド、 した。 径約25cm、深さ約28cmで、ある。確

48 -



④ (  

11/OSK34 

H:ιi討.り tn

@ 

⑮ ;i45 

一寸亡す

。…

) 1 ny f{ l~， : !li;泌 色 討111)"

i い同色 p カ

寸 口

チ

i
+
i
i
:
一

s
t
i

f
f
-
f
f
p
J
4
4
 

J
1
1
1
1
i
j
 

i

r

L

…

}

〉

乞

'
s
d山、

第 2章調査の記録

。… 。幻
Il: 1m一一

。 2 m 

子"

f'j j"U' ム乙一

h'dt ii Iわり :J なり 1 t りあり

もら r.11" q 白 !) L 土II{ilJ 

よアf 十 !".{J"ii 主りカなけれ

十l!dJ!七し

I!!liバふ!
も-

"1ι3 介

炉

上1!11-__ ， 
が干

1
 

1
lム

qλ

に
d
v
h
一

パ片~

旬、ー

川
す
1

1

1

1

2

4

J
M
J
a
e
s
'
'
'
'
『

圏

、

J

y

i

、、

i
I
I
I
t
-
-
j
i
-
-

メ一

cm 

問自己 τlIl!J

!日 1. 吋

!日色 1. 市ゐ
111 

t
け
1

川
、
バ
L

{

-
一

i
l
-
-
1
1
 

1

1

1

1

1

 

1

1

:

d

-

i
t
(
{
!
1
2
 

5
1
1
1
1
1
1
 

T
H
I
 一、!

1
4
)
一
l
Jい

1t
一3

第17思 SK34土坑、SK35ごと坑、SK53土坑、SK70土坑、SK45土坑

- 49 



下回jな跡

こ l ぷ主ちi婦が'..'込れ〆マと5ず3日M ハ
土民鍾官/o 事 9 ) ~ 

ど府守}
'~ I 駐さちJSK47

¥ ~ t{UiL 11 
一規 lYLtiL 1 [) ¥ ~ ~ ______.ι 

一

11)¥'1(':， :色L !.;，掛かへ

。11
 

1
 

w
汀

い

ni
 

--i
 

i
 

日:~ト:ぷ 111 一一

「正「
';1¥:1りー 1.1 2 111 
IJ 

JJJ 

えが
t
l山

山
U

L
E
 

μ川一一山ー仏
ザι

J

1

1
一

uM-

帖↑ぃ
し
γ
し

-
h
V

山町、

Lf 
ド

へ

も

一

山

L
-
l
y
-
-、

組
一
一
M
L
3
3
M

μi
引

i
収

llμ-

J
i
f
j
J
 

F
+
f
t
l
 

/
、ム

d
d
j
J
υ

力

組
凶
作

14v刊

1
1
6
g
i
-
-

川
じ
ん
と
仁

山
間
川
町
色

;
i
i
u
 

刊
川
比
川
i

之内
H

i
 

〉

-

iυYRI白 市立~ J 

前 0.1

己 L
lυYj{丸紅 ft~ 色 i

リ JI内:!Il尚{土|

1(1 [北約色 i
11 b'lr品色 l

対色 i
治色 i

1，1 f品(icl
抗出色 i

J ，，111か、 hliit fr り し ::1) 花iL:pl)rt 1 rn11l士{'!ら出i色 1うウロ ク打、仁川

f
u
 

」
川

ー

ル

L
P
f
}

午

日

間

L
ト
J

i

L

1

2

7

「

Z
S
6
1

A

Z

F

r

A

『

91
ゲ

ャ

f

l

J

i

l
l
υ
f
o
t
J九
三
引
1

f一

z
i
L
l
t
m
卜ぃ

0
4
6
1
i
l
i
-
-
m
d
j
 

ι『
を
え
一

i
山

M

l初
d

m

m

J
リ

1

1

m

m

〈

;

J

l

 

J

i

}

 

付日

l

l

刷

↑

ミ

U
K
J的
F

J

V

じ
「

f

i

i

 

l

y

h

d

i

日

、

i
J
q
Y
 

1

1

t

f

J

 

-V
化

化

一

、

肌
山
山
仙
川
山
叫
ん
知
山
、

)

}

}

 

王

5

2

ヨ

E

t

5

i
り
に
J
H
J
一

ー

コ

〆

j

}

j

〆

V

)

t
丈

主

士

一

H

7

?

L

!
〆

〆

れ

リ

j

H
リ

ザ

i

f

-

-

f

f

f

 

ー

し

り

し

l
i
-
-

U
加

!
h
加

れ

じ

い

肌

1

1

1

1

1

1

1

 

収
ー
が

t
p
l
v
s
が

i
収

l
v
i

什

W

H
げ

H
W
H
N汀
川

打

ハ

げ

川

げ

、
、
ノ
、
、

Jti

、ー

JJ
ム刀

nJ
ん
J
1刀
刀

JJ

岬
抑
制
祁
抑
制
総
出

p

-

必

1

1

1

1

1

1

1

 

1

1

1

1

4

1

1

 

b
L
 

υ
 

I手
今
一円

L

l

l

 

バ
ヰ
一
t
か

み

し

1

m

竹

し

~H

H
h
l
化
L
L
J
o
u

t
J
V
山
川
台
午
円
り
。
出

m
hソ

0

0

れい

Lt-

m
q
{
U
ハソ

2
J
t

l

化

い

刊

い

を

い

め
F
U
M
山
を
モ
い
山

し
す
・
世
市

1
μ
U
世

1

1

1

1

1

1

J

 

i
し

h
h
H
H
自

-

T

l

i

J

 

川

山

-

地

地

}

地

M

L

U

し

り

i
J
L
胤

り

恥
!
〆
ま
い
肱
川
加
…
り
主

り

い

枇

)

け

り

主
-14

E

り

主

主

L

!)80ム
〉
い
日

f
}
t
t
}

ハリ

-
ム
H

り
し
り

L
i
t
-
-
f
f
I
v
a訂

什

ド

ド

加
し
い
じ
版
制
…

l
u

n
M
け
け
け
り
ル
門

科

刊

N

N

N

M

H

N

M

ー

、

、

、

}

、

y
{

、
、
ノ
、
、
、

l

i

l

i

1

 

1

1

1

1

1

1

 

♂

l

，
J

J

J

 

ヘ
カ
〈
べ
ベ
刀
ぺ

一

刊

'

J

j

i

j

ヘ
判
。
べ
ベ
ベ

H
d
、

十

I
l
-
-
;
1

己

l

也

色

仁

l

i

尚
色
則
的
川
町
色
色
色

i

j

l

i

J

4

J

 

仲
川

M
M
H
が
川
小
川

H
M
H
M作

M
W

r: II，'I!I)見

SI¥.¥7 
1 11山 !'L!I;:f品色 i

コ と!

!¥)Y!{_!_l 

;，niL:j'!)t/， 1 -

lOY!{)_l :色 i '. ¥ -池 p

ヶ口つ
山
U

叩十

山いれ日
J
A
 

jv山
花ιif 

~
円
り
“
一
件

ペ
-

m

M
m
 

u

一

-

刊

14

m

~

1

 

d
l
v
r川

川リ

J
M
W
V

守

干

j

レ
い
十
い

l

h
長

n
k

一円

1
1
1
 

6:一
一
対
必

i

-

h

亨
lh

J

1

{

f

 

M
H

け
t

川

け

刊

什

川

U
H
Uド
i
d
y
H
川

U

H

U

、

、

}

、

¥

¥

か
叩
一
か
か
じ
か

IJ
一J

か

い
山
川
訓
“
制

J
J
h

剥
汗
山
相
川
相
川
山
川
市

そ

-66491Jif--
九

j

j

乙

1
!

〆

;41JV
日

I
J
V
1
4
1
V
Jィ
…

i
t
-
-
1
1
T
1
1
1
 

と

1

1

1

1

1

1

上

色

め
仏
一
色
印
〕
己
色
色
一
前

川

…

雨

対

川

町

出

向

山

出

品

川

f

t

i

t

t

:

t

 

-

V

1

1

1

1

1

1

 
!ド1 ゾ 1 工れ 1. 忠111づ口 勺モ日ペノ

tpYj{ ， 

第18国 SK39土坑、 SK44土坑、 SK47土坑

50 



3 1 土している。

る。

る。つまみ部の両面に 2次加工を施し、素材剥片の鋭し

アスフアノレト している。

SKPI05ピット

し、つまみ部の片

第 2草; 調査の記録

つま に斜めにつ

、てい

してK046グリッドで検11¥した。径約20cm、深さ約18cmの小さし、ピットであ

る。出土1~lî には焼土粒がブロック状仁混じっている。遺物は出土しなかったの
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口 1 、ィ
、一

あ

ザ
h
v

図版27~30〉

きた55のみで、伯はすべて破片であるの

部の された、

類

よって 6類

?こよって

し、口 胴部、底

って細別する。

。地文

1 

2 

3類 結 束 羽 状 縄 文

¥、、、
n 

ρ 

tこよる

4類非結束羽状縄文

5委自 /1/ 

6類組紐文

。口
a. よるキザミ

b. 撚紐j京体問端刺突

~. 

d. 

εs 

f. なし
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第 2章調査の記録

。
(ア) コンノミス

(イ)

(ウ j

(ニr:.) ドングリ

なし

グ¥こミニ

A 

A' 

ち

C 

c' 

p なし

1類: また

くジ

よる ザミ

によって構位に連続刺突立が施主される土器で、 1つの刺

くもの ~58 . 62~65 . 68~ 、京国し

るもの (5号 ~61 s 66 . 74 .、 を加える

さず、連続刺突 i文が施文されるもの(己7• 
0
 

7
Q
 

68と ま
J

、、
r~一 器壁はザラザラしていてもろい。 68と77

は胎土に繊維を含み焼成は良好である。(第20図55~ 76) 

ロ縁部

1 a: (第20図55~61、図版28)

55~61はし も口 と キザミ される。

胴部

1 (ア): (第20図68~73、図版28)

68~73は連続刺突文の間 に組み合わせて連続させたコンパス にめぐる

ものである。 71• 72から推測すれば、コンパス文が して器面を埋めていくのではな

コンパス文がめぐるようである。
‘. 

B
ノ
¥
、

ふさ'
4 

‘、一ー

1 (オ): (第20図62~67、

62 みが施文さ よる押引文である。

- 53-



F田j立跡

1 A: (第20図74• 75、

74・ ぐり、さら 予も よる

される。

1 A': (第20国76、図版28)

76は丸底風の平底で、 し乳頭状に突出する。底部の側面には、胸部から続いてい

たと思われる半裁竹管押引丈がめぐる。この押引文が底部には 6条平行に施文されている。

2類:撚組原体を向一方向に回転させた斜縄文が施文される土器で、原体の種類は多様で

ある。撚紐原体の間端を刺突するものもある。胎土には識維を含み、焼成はおおむね良好で、堅

績である。(第21図77-94 .第22図100.第23図102-112. 114 .第24図121. 123 • 

128-140. 

246 . 247 • 249 • 

書第29図175~191 • 193~204' 第32図231 ~235 • 239-243 . 

口

2 a: (第21函77~81、図版28)

77~79は口唇部に細 L 、棒状工具の側面を連続して押しあててキザミをつけたものである。 80

はやや;ための棒状工具の先端を連続して斜めに押し当てている。 81は細し

めよ方から器国に平行に連続して突き刺している。 78• 80は口唇部が平坦に面取りされ、 80の

キザミは、 77• 79と向様に器表面側から口唇部の表面側をつぶすように施されているが、 78は

平坦な口唇部上面に施される。 78は口縁の一部がl-lJ形に突出している。 81は胎土に樫細粒砂を

多く含む。 77はO段多条の単節RL縄文、 78• 79はRLR、80はLRL，81はO段がfのLRL複節斜縄

文である。

2 b: (第21図82~旬、図版28)

81 • 83 • 84 . 91は平坦な口器上に撚組原体の関端を連続して突き刺している。 82• 83 • 85 

~88 . 90は丸みを帯びる口唇に外側から斜めに刺突したものである。 89は器内商側から口唇端

にかけて刺突が加わる。 82. 86~90は刺突をやや斜め方向から加えて、指頭押圧痕のように大

きく凹ませている。刺突に用いた撚紐原体は、胴部に施文されている地文の原体と向ーのもの

と思われる。 82~89 • 91 • 92はOj段多条の単節斜縄文で、 82~88がRL、89• 91 • 92がLRである 0

90はRLRの複節斜縄文である。

2 c: a 第23図 104~ 1l 2、図版28)

0
 

7
9
 

る。胴部下半がやや膨らみ、口縁部が外

焼成は良好である。口唇は平祖に面取りされてい

としたものではなく、丸みを;帯びる部分もある。内面には成形時の

10m土仁11~27.2cm、

....... ~，~一。刀、、フ マてで
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第 2章調査の記録
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下回遺跡

るがほぼ平滑である。口唇部外側から指頭押圧によるキザミが付けられて

いる。文様は全面にO段多条のRL縄文が施文されているが、途中に 2条 1組の綾絡文が横位に

5段めぐる。しかし全周を完結しているのはよの 2段までで、 ド3段はいずれも全局せず途中

で、途切れている。105は平坦な口唇部の真上から口唇端部全体を凹ませる指頭押圧を隣接して

則的に行い、口唇部を鋸歯状にしている。 109• 112は表裏両面から指頭押圧を加え、その部分

の端部が山形に薄くなっているの 111は平坦な口唇部上に浅い指頭押圧を加えている。胎土に

は繊維を含む。 104• 110は胎土に多量の極細粒砂を含んでいる。 104~110はO段多条の単節斜縄

文でも 104~109はRL、 110はLRである。 111 • 112は O段がfのLRL複節斜縄文である。

2 d: (第23図114~116 場第24悶 117、図版28)

114は撚紐原体の側面を山形に突出した口縁の口 して押圧してい

る。 115• 117は器表面に平行に近い角度でやや斜ゐに口唇部に撚紐原体の側面を搾圧する。

116は間取りして平坦な口唇の上面に浅く撚紐原体の側面庄痕がある。いれずも胎土には繊維を

焼成は堅轍である。 114• 115は O段多条のRL単節斜縄文、 116は O段がfで多条のRL単

節斜縄文、 117はLRL複節斜縄文である。

2 e: C第24図118~121、

し、ず、れも口唇端を平坦に面取りし、その上田に撚紐原体を凹転施文する。 118・119は胎土に

繊維を多く含む。 120• 121は同一個体で、 には繊維とともに多量の細粒砂を含む。 118• 

120 • 121はRLR、119はLRLの複節斜縄文である。

2 I: (第21図93• 94 .第24図123~125 .第25図126.128~140. 第30図195、図版28~30)

口唇部にキザミ等が施されないものである。口唇の形状は平坦に面取りされるもの (93.94.

124・129• 130・136• 137・140)と、丸みを帯びるものとがある。 94• 123-126 • 128-130 • 

195は単節斜縄文で、 123・126が O段多条のRL、124・125は O段多条のLR、94.128はRL、129.

l30 • 195はLRである。 93・13ド 135はRLR、132-134はLRLの複節斜縄文で、 135は O段が r

である。 136• 137は O段が rの多条で、 2段を反撚り、 3段で正撚りにするRLLの複節斜縄文

である。 93• 94には撚紐原体端部による刺突が施されている。 195は綾絡文が施される。 138の

施文原体は、 RとLの 1段の撚紐を Lの撚りで合わせ撚りにし、さらにRに撚ったものである。

1点のみの出土である。 139は無節斜縄文である。 140は単節のRL縄文であるが、。

段がfで撚りがゆるいため 1本置きに深い条と浅い条が現れる異条縄文である。 125、126、131、

135は、胎土に極細粒砂を多く含み器壁がもろい。他は繊維を多く含み、壁紙である。

網部

2 (イ): (第21図93~95、図版28)

斜縄文の上から撚紐原体の閉端による刺突を加えるものである。 93は全体にRLR複節斜縄文

58 
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下回遺跡

が施文され、口啓誼下に間一原体の閉端による刺突が横位に連続して施される。 94はRL単節斜

縄文の上から撚紐による馬蹄形の刺突が縦方向に重ねて並べられ、それが列となって

ぐるようである。 95はLR単節斜縄文の上から撚紐による馬蹄形の刺突が施されてし、る。いずれ

も胎土に繊維を多く含む。

2 (ウ): (第22図100.第30図195-204、

100 • 196-200は、 2本 1組の綾絡文が施される。 203は 4本以上の綾絡文が施さ ;hている。

195.202v土LR、100.196-201 .203はRLの

は無節の L斜縄文である。

2 (ェ):(第32図231• 234 • 235、図版30)

100.197.202は O ある。 204

234.235は表面にドングリの突を押しあてたものと忠われる楕円形や円形の凶み

がついている。し、ずれも焼成;前につけられた圧痕で、ある。 231はLR，234はRLでし、ずれも 0

条である。 235はRRの反撚りの原体である。

2 (オ):(第26図143-第28図172.第29図175-191 • 193 • 194 .第32凶239、図版29• 30) 

斜縄文のみが施文されている服部破片を一括した。縄文の原体は多様であるが、

LR、RLのO段多条単節斜縄文が多く他は少なL、。 143-148はO段多条のLR単節斜縄文である。

146は施文単位の端の粘土が盛り上がって残っており、原体の長さは約2.5cmで、あることがわか

る。いずれも胎土に繊維を含み、焼成は良好である。 239• 149 -157 • 190岳 193はO段多条のRL

単節斜縄文である。 239は表面倒から貫通しない孔が 1飼あけられている。 190は器壁の接合面

にも縄文が施文されていて、その部分で器表面が剥落したものである。 193は撚紐原体の開端を

しばったと思われる細し、紐の痕跡が残っている。155-157は同一個体であるが接合はしない。器

形は第27国100と同様に尖底深鉢形と推測される。100よりはやや胴部下半の膨らみが小さく、器

高が高くなると思われる。胴部の上半に2伺の補修孔があけられている。 153は胎土に多量の極

細粒砂を含むが、他はすべて胎土中に繊維を多く含み、焼成は良好である。 158-171.175 176 

• 178 • 188 • 194は複節である。 158-161はLRL、162• 163はRLR、164-171はO段多条の前段

反撚りの原体で、 164-167はLRR、168-171はRLLである。 172• 175 • 176 • 178はO段多条の

前々段皮撚りの原体を使用している。 177.179-182はRL、183-187はLRでいずれも O段多条

前段反撚りである。 1段の撚りの強さが異なるため、条は交互に深い条と浅い条が現れる o 188 

の原体はRLRLの4 ある。 189はRRの反撚りの原体を使用している。 191は無節L

文である。 194の原体はLとRの 1段の縄を合わせて Rvこ撚り、さらにLに撚ったものである。

2 B: (第23図102、図版28)

角度の広い尖底で、 よる り閤んで5個施されている。胴部の文
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下回遺跡

0 

2 C: 

る。胎土には繊維を多く l点のみの る。

図版28)

り臨んで、細L

ある。

~243 • 246 • 247 • 249 • 250、図版30)

よる 5 f間施されている。胴部の文様は

。 1 みの出 る。

2D: 

し る。断面JT5は240.242.

る。

240.242.246.249は 0 241.243.247は O

まで施文されている。いずれも

けらJ，/Lている。

250 

を多く

される '"1' 

0 0 

口

3 f: (第25図141• 142、図版29)

いすれも口

文が腕体部から口 合」日

りしている。口

される。 142に

ザミや京iI嘆きの椀ずはない。

されている n いず、れも、 ?こ十主

腕部

3(ウ): ~207 • 30) 

と綾絡文が組み合わさるものである。綾絡文は、 2(ウ〉の多くと異なり、 2

1組ではなく 1条が 1単位として横位にめぐるようである。いずれも胎土には繊維を含む。

3 Cオ): (第30図208~212、図版30)

結束羽状縄文が横位に施文される。 208~210 • 212はO段多条の原体を用いている。いず、れも

胎土には繊維を合む。

4類:非結束羽状縄文が施文される土器である。

口縁部

4 f: (第24図122.第25~127、図版28 • 29) 

122は日韓部を平土日に成形し、口唇の上端部の表面に3~6mmの幅で、粘土を盛り上げて摩くして

いる。。段多条のRL単節の!京体を横方向と左上一→右下へ斜め方向に、交互に回転させている 0

127はRL単節の原体を交互に横方向と縦方向に回転させ、縦位の羽:伏縄文を施文したものであ

る。いずれも口容部は平坦で、口

4 (ェ、):(第32図230• 236、図版、30)

230は裏面、 236は表面にドングリ圧痕のある土器である。 230は O段がfで多条のLRL複節と、

O段争条RL単節の毘種!東依台前いた非結束羽状縄文である。 236はO段多条RL単節原体の

にキザミや刺突は施されない。

- 68 
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ド田遺跡

方向を変えて縦f立の羽状縄文を施文したものである。し、ずれも

る。

4 (オ):(第28図173. 174 .第31図213~218、図版29 . 30) 

173.174.213.214は230と

に、 216~218は縦位

胎土に繊維を含み、 プ。。
5類:ループが施文される士宮2である G

(第31図219~229、図版30)

し

て駒部被片

る。

り、ナデ

る。 215は横位

る。いずれも

が加わるものはない。

219~227はRL、 228 • 229はLRのループ文が、横位の帯状に施文されている。 224は細L

紐原体のノレープ部分から撚紐部分までを連続押圧しているが、他はノレープ部分のみ

る。いずれも一段の!揺が狭し重)言的に施文される。胎土には繊維を含み焼成は竪殺である。

第 6類:組紐文が施文される土器である。 192，1点のみの出土である。(第29図192、図版30)

7類地文は不明であるが装飾文が判明するものを一括した。

口

7 b • C: (第23図113、図版28)

口斡宇器内外向i宜Iから指でつまんで円形に押し凹め、その周辺を取り間むように撚紐原体の

間端による刺突を加えている。口 i唇部の指頭押圧部分はやや突出気味になる。

服部

7 (イ): (第21図96~98)

96 • 97は、 2 (イ〉の94• 95と同様、に撚紐原体による馬蹄形の刺突が施されている。 98は撚

紐原体の関端による刺突である。 99は帝国し、竹管状の工具の先端による刺突が面的な広がりを

もって施されている。

7 (エ):(第32図232• 233 • 237 • 238、図版30)

ドングリ圧痕がつく土器破片で、小破片のため地文が不明なものである。 232・233は裏面、

237 • 238は表面に焼成前にドングリ圧痕がつけられたものである。

底部

7 B: (第23国101、図版28)

平底風の丸底で、底部と 曲して底部が突出気味の器形である。

には同心円状に撚紐原体罰端による される。 も向じ刺突が横位にめぐる。胎

7 C': (第32図245、図版30)

る沈線が 2マドヲ|かれている。

- 70 
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下回遺跡

7D: 

244 • 

• 248 • 251 252、

る。 いる。

で、 の る。

る。

-258 • 260 • 261‘ 

る。 253

によって閉まれる部分に縄文が施文され、 254

縄文が施されている。 263'264vi葉脈状の文ノ様が沈線で、捕かれる

て囲まれた曲線的なモチーフの中に、葉脈状の沈線を充填している。

回群十器:縄y 時 代 待 期 の 十 器 ( 第33図259• 262 -281、図版31)

(262-271)と後期後葉のこと器 (259• 272 -281)に大別される。

(第33図262-271、図版31)

262-267は波状口縁または口縁に突起をもっ土器である。262.263は口縁部に曲線的なモチー

フか腔治絹γ平時によって描かれる。 264は口唇部につけられた突起部分が肥厚し、突起の先

端が円形に平坦につくられ、中心がやや凹んでいる。口縁部にはこの突起を中心として

下がる沈線が、左右に各 5本ず、つ描かれる。さらに突起の下には、円形か渦巻き、もしくはS

なモチーフの中に

る。 264は沈線によっ

学状のモチーフの一部がみえる。 265• 266も口唇部につけられた突起の部分で、ある。これらは

264と異なり、先端が突出する。 265はこの突起の左右に下る複数の沈線が描かれる。 266は突

起を囲む沈線が描かれている。これらは同一個体で、 264のような大突起の聞に265• 266の小突

起がつくものと考えられる。 267.268はボタン状の円形貼り付け文のある土器である。 267は無

文のゆるやかな波状口縁である。ボタン;1犬の円形貼り付け文は波頂部下につけられている。 269

は口縁部に地文にRL縄文を施文した後に、同一原体と思われる撚紐原体の押圧による

措かれる土器である o 270は2条 I組の経帯が貼りっき、さらに経帯の下部に 2条の太い沈線が

めぐる。隆帯には棒状工具による刺突によってキザミ目が付けられている。 271は地文の縄文を

施文した後に沈線で方形のそチーフが描かれる土器である。

(第33問2S9• 272 -281、

272は細かい無節R縄文を地文とし、その上から沈線で文様を描く土器である。 273-275は磨

る土器である。276• 277 • 

ぐるものである。 276はゆるやかな波状口縁の一部で、波頂部は外面が肥厚する。 277は服部が

やや膨らみ、頚部がくの字形にやや内湾して立ち上がった後口縁部が外反する器形である。外

口る

v
も

ハ
げ

に
d

q
J
M
 

と胴部には横位の平行沈線が 2

る。 278-281は細く鋭し

されている。

る土器である。 278• 
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下回遊跡

279は口縁端部と平行に 3~4 条の沈線が横位にめぐる。いずれも縄文は施文されていない。

279は口綾部が~fD，障し:古"v.気味にすちょがる。 278はやや外反気味で、ある。 280は胴部のRL縄文の

上から横位に平行沈線が引かれている。 281は曲繰的な在庫i文を描いている。

百群土器:縄文時代晩期の士，器〔第34-48図、図版27• 31 . 32) 

~298、図版31)

285.286は口縁が外皮し、 287~292はやや内湾気味に立ち上がる。 285は口唇部と口

にキザミがあり、口縁部文様は平行沈線とその間にキザミが入るものである。 285• 286 • 289 • 

290は口緑、内面に一条の沈線がめぐる。 287-292は口縁端部が肥厚し、口唇部上面に沈娘がめぐ

る。 292は突起がつく。 286-289ぺ91. 292の腕部は細かい斜縄文の充填される雲形文である 0

290は口唇にキザミ呂があり、口縁部に羊商状文を施文している。 293• 294 • 297は胴部で、い

ず、れも細かいLR縄文の充填される雲形文である。 295. 296⑩ 298は底部で、 295は内面に沈線で

不規則な格子白状の文様が措かれている。 296は底部を沈線が 2本めぐっている。

鉢形土器:(第34図283.第35鴎299-314• 32い 322• 324 .' 325、函版31)

300は、胴部から頚部にかけて内湾し口縁部が外反する鉢形土器で、 299も同一個体の胴部で

ある。口縁部には太い沈線で、上下に半円、中央に剣菱状のそチーフが描かれる。頚部に 2条の

沈線がめぐり、その下はLR縄文が施文される。底部は欠失するがも台付鉢形土器の可能性もあ

る。 301-314は口縁が内湾する鉢形土器である。 301-304は口縁部に羊歯状文、 305-314は平

行沈線文が描かれている。 307は全体が無文で研磨されている。 321-324は口縁部がくの字形に

内傾し、先端部が外反する鉢形土器である。 321• 322は口縁部に羊歯状文が描かれる。 324• 325 

は口縁部と胴部の接続する屈曲部に突起がつく。口唇部は平坦につくられ 1条の沈線がめぐる。

口縁部は横位の沈線が3本措かれ胴部は無文で、ある。全体に赤色顔料が塗られている。 283は胴

部が直線的に立ち上がり口縁部が内湾する鉢形土器である。口唇にキザミ自が入り、口縁部に

は横位の沈線がめぐる。腕部全面に沈線で、雲形文が描かれる。文様単位は 4単位であるが、各

単位が均等ではない。 LR縄文が部分的に充填されるがほとんどは無文である。

深鉢形土器:(第36図315-320• 323 .第38図341-第40図369、図版31• 32) 

315---320畠 323は、精製で小型の深鉢形土器である。器形は口縁部が服部から続いて寵立する

もの (315)、口縁部で l度内湾し、口唇部が外反して立ち上がるもの (316・318• 319 • 320)、

胸部から続いて直立するが、口唇部がそれに内湾するようにつくもの (317)がある。日縁部文

様は、 320は羊指状文、他は横位にめぐる沈線文が描かれている。 316-319は第17図26のような

台付深鉢形土器の可能性がある o 341-344は大型の深鉢形土器である。 341は口唇部に指頭押圧

によるキザミがあり、口縁部は無文帯となる。 342は口唇部に箆状工具によるキザミが入る。口

縁部は上下各1本の沈線が横位にめぐり、その間は無文である。 343は口縁部が胸部より
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下回遺跡

、目同部から口縁部にかけて

と外反する口綾部は l

する。 345-353 • 356は口

キザミが付けられている。

し、 口縁部は外反する o 352 e 353'土問-個体ーである。腕

切られている。 344は口唇部にキザミが入り、口

る。 354• 355は細かい縄文が胴部全面に施文された

ものである。 357-366は粗製の深鉢形の破片である。 357 363(土問一原体を用レ

えて縄文を施文している。 364• 365は横方向、 366は縦方向の稜絡文の入るものである。 367

日状撚糸文が施されてし、る。 369は全菌研磨されている。

注口土器:

326 

で外側

@第43図403)

中に描かれる汗口 る。口

曲して立ち上がる。 328は注口部で、根本が太く先端に向かつてしだいに細くなる。

くないo 403は本遺跡から出土したものではなく、下回

したものである。本遺跡出土の土器群よりは若干古い大澗BC式の注口土

な形で、ある。口縁部には

口部のつ る。口

立ち上がる。

(第34図282.第37図329-337)

ある。底部は丸底、口縁は外反する。頚部に 1条の沈線が引か

されている。 329は外反する口縁上部が肥厚し、口唇部に突起が 1個付け

と無文帯が重層的に配される。 330は曲線的に外反する口

、RL縄文が施文されている。 331は鋼部上半の破片で、 LR縄文の上から横

282は完形の

れる。

られる。口

縁部で、

位の 2条の沈線の間に縦に沈線を入れて、 る文様が描かれている。 332• 333は無文

も壷形土器の口縁部で、ある。口

2本貼り付けられる。その隆帯同士を連結する形で、

の口

には{正し

けられる。

につ

く塗られて入る。 336 387は334• 335の胴部下と思われる@

、ている。 ったよから、 ったよう

ヴて、九ス
三日 .:.-:_...' 'y，，! 0 

: (第37図338-340、図版32)

間に 2本の沈線とキザミ、 338• 340は 1本の沈線が入る。

@第40図370-第42図402、図版32)

して掲載する。 371• 375 • 376 • 378 -381 • 386は精

る。 371.376以外はいずれも、細かいLR縄文が施文される。 376381.386は

339は底部と

J

i

、
dva

、 ぐりも 381.386はそJLより となる。 285号 372~37 4.377.382 -385. 
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第42図遺構外出土土器ω (第百群)

389 ~ 394 e 396 ~ 398 • 402はし、ずれも胴部に縄文が施文されている。 387~389は底面に網代痕が

残る。 401は丸底風の平底で、底面と胴部の境界の稜を削って丸くしている。

v 7
m
v
 

~46図、

る。口縁部から底部まで接合し器

縄文を施文するものと撚糸文

中には無文のものもある (405• 406)。

V群土器は、注口土器が l

形が判明したものはなくすべて破片である。

を施文するものの 2 る。 rこ!

の磁片で文様が施文されているものは、 られる。

a 1類斜縄文が施文さJlるものである。若干 。つ人}
に
J
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458 • 459) 

404は大きく

るη その下か

415もり

-r 

る。 458• 

る口 、口 ら約8mm下に~J高約1.2cmの O

によるヘラナ

している。このよう

403 

第43密遺構外出土土器倒(第百群)
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F回j立跡

てし、る。 町7

0 0 

a 2 を 1

されるもので、長官の細かし、。

えなが

戸こはLR

な羽状縄文のような縄文が施

いている (408• 409 • 412 

~414 今 416~418 • 420 • 421 • 423 • 425号 448号 455

408.409は小破片で口縁全体の形は不明である。 408は口唇部には縦位、その下には斜位に回

した O段多:条のRL縄文が施文されてし、る。 409は縦位伺転の O段多条のRL縄文が施文されて

いる。 412~414は焼成、色調から同一個体と忠われる破片である。 410 (IJ 

も同一個体と思われるが接合しない。これらの破片から、全体の器形は底部から外反して胴部

が立ち上がり、胴部上半で内湾し、頭部がしまり口縁部が大きく外反する器形になると思われ

る。器表面には縄文を施文した後に、ヘラ状工具の木口によるへラナデが斜位に不規則に施さ

れる。鼠部側面には条が横方向に取り閉むように、斜イ立に原体を回転させている。

を縦横に変えて羽状に縄文が施文されている。 416~418 420. 42い 423• 425 

も O段多条のLR原体である。 455~457はLR原体であるが、いずも節の!隔が大きく、

いている。

a 3類:J京体、の施文部{立を少しず、つずらしながら縦方向 し、縦{立または斜{立の

帯状に縄文を施文するもので、節の細かい O段多条のRLまたはLR単節の原体を用し、ている

(407.422.424. 426~428. 431. 432.434.438.439. 443~447) 。

407は小破片で口縁部全体の形は不明だが、。段多条のRL縄文が斜位の帯状に施文されてい

る。 424• 432はO段多条のRL縄文、 422• 426~428 • 43い 434• 438 • 439 • 443~447は O 段多条

のLR縄文で、 a2類はLR原体を用いるものが多い。 434は内 にヘラ 口を用

いた斜め方向のへラナデ;震がある。同様のへラナデは口縁部破片の404• 410の頚部外留にも施

されている。これらの破片は、いずれも薄手で焼成は良好である o 443~447は色調、焼成から

と思われる破片である。胴部には帯状の縄文が施文され、底面の中央にも

よる斜縄文が施文されている。

b頬:撚糸文が施文されるものo (411.429.433. 435~437. 440. 449~451. 453) 

411は口綾部にL撚糸文が横脅するものである。小破片のため全体の形状は不明である。 433.

436はR撚糸文、 429• 435 • 437 • 440 • 449 ~ 451 • 453はL撚糸文である。胴部の撚糸文の施文

方 向は、縦方向.433 • 437 • 449)、斜め方向 (435• 436)、異方向の組み合わせ (440)の

3種類がある。底部の側縁には横方向に施文され、 449は底面中央部、 451は底面周縁にも施文

されている。

C されるもの。 (441• 442) 

2片のみ、である。 。 かし、t'~去り されている。
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出j立助1

在日土器 (454)

l点のみの出 る。日間部には O

7
 

チ

L

モ「ム
十
/

、F

つノよ

され、注口部より

の刺

る。注口部の側面にも閉じ原

口部の側面と周囲、及

られている。注口音Ijが胸部のや

五む

と

くらよなをもっ Tζ 円、 る叩 なるもの

る。

石器 図版34

は、コンテナで約90箱と多量に出土した。 Toolは多様

る。剥片類、の中には使用によると

あるが、多いのは箆

る徴小剥離痕のある剥片や、

の 2次加工のある剥片、

出

と思われる 2次加てのある剥

している門ほとん

Toolの

の る。 なく、 した。

〈第49図460~470 • 472、

出土した。 Toolの中では出土数の少ない器種である。凹基無茎簸 (460

-464)、平基無茎錬 (465.469.472)、尖茎銀 (466)、凸基有茎鍛 (467.468)の各種がある。

もの (463)、片面に残すもの (461• 462 466. 470 . 472)、両面と

も2次加工が施されているもの (460 464. 465 • 468)がある。 467• 469 . 470 • 

手である。 464 468は、両面とも了寧に細かい 2次加工が施され、先端も鋭利である。いず、れ

も頁岩製である。

• 473 • 474 

471.474は完全な形であるが、 473はおそらく中央部で折損したと思われ、基部を欠失してい

る。 471は表面は全面に 2次加工が施されるが、裏面は刃部側のみに両側縁から 2次加工が入

札基部は素材剥片の剥離面を残したままである。先端は両面とも細かな 2次加工によって鋭

利に仕上げられている0474は、範囲確認調査の際に出土したもので本調査ではLP55グリッドに

あたる所で出土した。両面に細かな 2次加工が施され、特に先端は鋭利である。基音1)は刈音ISに

上七べてやや!幅が細く

もつのに対し、

失している。両面とも 2次加土さ

ら施され鋭利で、ある。し、ずれも

を

っていなL、。

る。

- 92-



第 2章調査の記録

-~ A ト四 -~企 -A- ~ 
4G2 ..::::二二三~ 463 

く::::> Ll川

く〉 4S4

5cm 

第49sl (1) 

93 -



ド田j立跡

図版34. 

につい r した。 他 主?こ

つ
み

」

ぜ

のかへてト
品

るもの61点である。 も多く出土している。これらを 2

る。

a類・

側縁にのみ 2次加工を施して、

つ し 両
T
レ
/
」

もの。

b は全面に 2次加工を施し 主要剥離面側は A方の側縁にの

ヒンジフラクチャーや折り殺り由を--r-の

ものO

C相・惹材相|片の向向に 2次加工を加え、素材剥片の剥離面を残さないもの O

a相・ (第50図475-480.第51図481• 482 • 486-488 .第52図489• 490、図版、34• 

箆状石器の中で最も多く 109点(85%)を占める。横長剥片を素材とし、剥片の打面側と

主要剥離面を先行剥離面側から急角度に連続的な小さな剥離を加えることによって取り除き

み 2次加工を施して、

形する。そしてこの急角度な剥離屈を打面として、先行剥離面側に両側縁から中心に向かつて

やや大きな剥離を全面に加えている。これによって先行剥離面側は素材剥片の剥離面をすべて

取り去り、凹凸の少ない平坦面を作出している。この両面からの 2次加工が基部先端まで及ぶ

ものと、基部先端が素材剥片を折り取ったのみで、 2次加工を加えず折れ面がそのまま残るもの

とがある。形態は、基部の先端がやや細くなり最大!隔を刃部または基部の中央部にもつものが

、。刃部は直線的なもの、曲線的にふくらむもの、曲線的に内側に入り込むものがあるが、直

線的なものが多い。 は素材剥片の主要剥離面の平坦面をそのまま利用し、先行剥離面側か

ら細かし、 2次加工を加えて斜めに作出している。使用による微小剥離痕は表面側に多く、

にはほとんどない。誼線的な刃部の一部には使用によるやや大きめの剥離痕のあるものがあり、

々に 1，""'" 'z-
Cナリ V'-九 り除いて しアιこと iこよって

1.，' rf寸 ，'1iJ'F.. 1 .__，.-、マ J 庁、、，) --1-ぞ

iJ汁勺 {弓しにし、匂 '¥:)V_)'¥:)r-り

る。完形のもの67点の長さと刃部幅は、刃部I捕が2.4-4.8cm、長さが4.6-11.6cmの範囲で、あるが、

刃部幅が3cm、4cm、長さは5cm、8cm、10cmのところにまとまりがあり、一定の規格性があるよ

うである。 475.476.478は使用によって刃部が一部欠けている。 475.478は表面が平坦になる

ように 2次加工を施し断面形が逆台形を呈しているが、 476.479.480では表面が盛り上がり曲

面となっている0477は縦長剥片を素材とし主要剥離面{閣の刃部と基部の一部に浅L

を加え、先行剥離菌側全面に細かな 2次加工を施したものである。刃部には使用による徴小剥

のまま残し、刃部は曲線的に内

する。刃部

三、そ として行われる

される 2

なるため、

- 94 
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下回遺跡

ならず 3角形になるものである。刃部には使用による徴小剥離痕がある。 486• 487はa

あるいは製作途中で折損したものである。 488は基部の一部で、基部先端と

している。 489は使用によって折れた刃部で、ある。

の形状はややヒンジ気味に湾出したフェザーである。このような折れがで、きるのは、

から刃部側に向かつて器表面に平行に近い浅い角度で強い力が加わることによるものである 0

490もa類の刃部で基部は折損している。折れ面には折損後に加えられた剥離があり、折損後も

再加工して夜用したことがわかる。刃部には殻小剥離痕がある。

b類: (第51図483~485 、

483は横長剥片の打関側には a類と同様の 2次加工を施しているが、ヒンジフラグチャ一

端側は 2次加工が全くない。基部側もほとんど 2次加工がなく素材剥片の縁辺をそのまま利用

している。 484は薄い素材剥片の打面側と 1側辺を折り取り、末端には a類と同様の 2次加工

を加えて、他の側辺に刃部を作出したもので、折れ面はそのまま残っているの表面は全面に 2

次加工が施される。基部が斜めに折り取られたままの形状である他は、

いる。刃部は表裏両面から加工されている。 485は484と同様に薄い素材剥片を用い成形の擦の

折れ面をそのまま 1側縁に利用したものである。もう一方の側縁に施される 2次加工は a類と

同じであるがもその奈IJ離面を打開として表面全体に行われる剥離は全く行われず、表裏両面と

も素材剥片の剥離面を残したままである。刃部は表裏両面から加工され、さらに使用による徴

小剥離痕がある。

c類:(第52図492、図版34)

492は表面は凶方から、裏面は!両側縁から全面に 2次加工を施し、素材剥片の剥離面を残さ

ないものである。刃部は裏面にi&U縁から施されたやや大きな剥離面をそのまま残し、表面側に

縦方向の剥離を入れて形状を整えている。 c

ピエス@プースキーコ (第52図491、図版3.1)

r 
d した。

491は隅丸方形で上部の!隔がやや狭い形態で、上下 2方向の剥離痕がある。上辺、下辺とも

に剥離面の潰れが認められる。これとは垂直方向の左右 2方向にも剥離が加わり、上下辺ほど

ではないが剥離聞が潰れている。 1点のみの出土である。

: (第52図493-495、図版34)

493は、 tこ2 されている。 による磨援が認められる。 494

も打面倒!を折り取って細長い形に成形

し、さら の鋭L しの 2

用による刃こ られる。
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下田遺跡

: (第53図496~

縦形は45点、横形は 3 点出土した。 496~507 509は縦形、 508 510 511は横形である。縦

形のものは506以外はすべて 側につまみが作出される。496

2 {矢加仁が施される

3点とも

-
2

ど一、

長し
、f

~ 

線的な側縁には、 L196.497は側縁の一部に、 しの 2

片

られるつ曲

に施

されている。 きく 3角形となるものである。

るj:J部の

より短く、 しの行われる側縁の組曲がさらに大きい。 501 にノッチを加えてつ

まみを作出し、つま

みの対辺にも

っている。 る。つま

い。つまみの上面には打函がされている。 502は幅に比べて長さ

り、反対側はフェザーの

刃こ

のまま残っている。 503は楕円形のものである。刃部

る。 しの 2次加工がなく、 として利用さ

れていた可能性がある。 504は先端が鋭く尖ったもので、 2次加工はあまり多く施されず、

とも素材剥片の剥離部を残している。表面の右側縁が刃部で、左側縁の上半には両面から

し加工があるが、

縁にのみ 2

なし素材剥片の鋭L っているの 505• 506は素材剥片の周

ある。ったもので、つま

の打癒の両側から軽いノッチが入りつまみをつけようとする意図 られるが、他の石匙の

ようにしっかりしたつまみはない。 る。 506は素材剥片の末端側にノッ

の先端は打面と打癌が残り盛り上がっていて厚い。古
品ってれ入'をチ したもので、

507は3角形で刃、演しが 2側縁に行われている。 509は3角形であるが、 499. 507が 3角形の 1

つの頂点につまみがつくのに対して、 3角形の一辺につまみがつく。他の 1辺は素材知片のもっ

ていた折れ国をそのまま残し‘ -r 
/~、ー している。

が内湾するのはこの 1点のみである。 510• 511 

とも素材剥片の剥離面を残している。

につまみがつく横形石匙で、

ら2次加工を施して作出して

いる。いず、れの刃部もゆるく している。

: (第55図512~第61図555、図版34 • 36 • 37) 

十土、 に2次加工を加え 出しているもの した。 Tool

の 出土した。製作技法や刃部の形状の特徴から以下のよう る。

a つ L、そ 出すーるものーコ

しも施すもの。

を施して し

b つ を施し、

-
f
u
 

して成形し、その 勺
ι」

-100-



/ヘ¥
〈一一こ〉

ζここ〉

溜

亡一¥

5
m
u
 

ハH
h
r

「ひ

M

てごごと〉

507 
KQ41 

c二三二二二〉

経グ
509 
KP44 

第 章調 査の 記録

)
 

に
ひ
日

{
H
u
rい

「

3

M

508 
KQ45 

。日
1

i

R

 

に

d
k

第54図遺構外出土石器(6)

-101 

iく.14ぷ



下回ュ立跡

しも もので、 さないもの円

して成形し、その周縁に 2

そのまま残すもの。

を施して を作出しワ
-C

 

しも施すもので、

①

②

③

 

とも さず 2次加工が施されるもの。

記入グ〕一._， _. u 

もの。

A:表裏両面に 2次加工を施して作出した刃部をもつものO

B:片面に 2次加工を施して作出した刃部をもつものO

C:素材剥片の鋭い縁辺をそのまま刃部としたもの gコ

a類:(第55図512-516、図版34)

512はa②B、513はa③A、514• 515はa①A、516vJ:a③Bで、ある。 512は刃部が曲線的に突出す

る。 513は表面の左側縁が刃部で、刃部以外の周縁には、両面から細かい加工が施され、

の鋭い縁辺と

1811主主ち刀、 [-，1日11
I7.U m.司、 V J_j_ 17、日

している。 514• 515は全面に 2次加工が施されたもので、刃部は表面左

I，~ト(イ作山 ~-h ィハス 1:; 1 氏け事淳石川士181日湯川支1割引、ホス-;，~
電 」 ー 己 九 ノ 、ー I1-1-よ斗<._- IJ V '-- '.，' '0.) 0 vムU 唱す‘ -.;)-<-μユ~ -ノノ~ v-.~'I河、 IJ ノ..} I-II-J '.._ VtJ '0/ I.J 、

分ほどが折損し欠失しているの薄く鋭利な刃部である。

b類:(第56図517-523.第57国524.第58図531.第60図549-551.第61図555、図版34.36.

37) 

517寸 21.531• 549-551はb③B、518• 519・523• 524 • 555はb②B、520.522はb③Cである 0

517-522 • 5241 m549-551は打面が残り、打面以外の周縁に 2次加工を施す。 523• 531は打

田にも 2次加工を施して打閣を取り去っている。 517は表面の右側縁下半から先端部にかけて

も しに しをしてし、る。 518• 519も

下半に刃部があり他の しを行っている。これらは素材剥片の主要剥離面倒の周縁に

急角度の加工を施し、その剥離面を打面として先行剥離間側に浅い角度の 2次加工を施してい

る。このような技法は石匙や箆状石器の側縁にも見られるものでる。 520は表面

り、表面の側縁と半部に刃潰しを施しているものである。刃部は表面右側縁下半で、使用によ

る徴小剥離痕がある。 521の表面右側縁は両面からの交互剥離によって刃演しが行われ、左側

して刃部を作出している n 刃部には使用による徴小剥離痕があ

る。 522は素材剥片の打曲を残し、打面の両側縁の表面に部分的に刃潰しを施したものである。

をそのまま使用しており、

、部分で風化している。

による徴小剥離が著しい。 523は

ら刃:貴しを施し、
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下回遺跡

である。

して

している。

の反対側の側縁に風化の著しし

される。 きく

つ

LL\"\~ ./ '-い ";:;;0

な

エンド.スグレイパ

て7

/.;) 0 

している。

• 532 .第60図548.第61図554、図版34• 36 • 37) 

526はCr③C、530• 548はCr③B、532• 554はC1②Bで、ある。 526は大部分が風化した礁皮面で右

側縁のみが硬質で、ある。右側縁の上部には素材剥片の鋭利な縁辺が残り、これを刃部として利

用している。刃部より下の右側縁には表面に刃潰しが入札刃部が鋭角であるのに対し鈍角に

いる。 530• 532は素材剥片の鋭い縁辺の表面側に小さな 2次加工を施し刃部を作出し

ている。刃部以外の側縁には、裏面に深い角度の剥離を行ったあとにその剥離商を打簡として

表面に 2次加工を施している。548は縦長剥片の打面側を折り取って除き、 3角形に成形した後、

と下辺の 2辺に刃部を作出している。いずれも表商に細かい 2次加工を施している。他の

l辺は両面に交互剥離を行って刃演しをしている。 554は風化した礁皮面の残る素材剥片の上

半を折り取り、両側縁の両面に 2次加工を施して成形している。刃部は下辺で、表面側にのみ

剥離痕がある。折れ面にもやや大きな剥離痕が l枚ある。

C2類 : (第57国525• 527 ~529 .第58図533~547 .第60図552.第61図553、図版34• 36 • 37) 

C2類は不定形石器の中では最も数が多い。表面や裏面の 2次加工の度合いで多様なノミラエ

ティーがあるが、基本的に折れ面をそのまま残し、刃部以外の側縁に刃潰しを行っていること

広 仁Tv'";ホ( 壬F J--il: れデ1~ 当人ス 昔、支。、 、一 。、 ノ ，. "でノ ~O 

らに細分できそうであるが、今回はC2類として一括する。

525はC2①B、527• 528 • 537 • 539 • 540 • 544はC2②B、529• 533~535 • 542 • 543 • 545~547 

はC2③B、538e538e541はC2③C、552はC2①A、553はC2②Aで、ある。 527e528は折れ面の延長

上、 529• 546 • 552 • 553は折れ面の対辺に刃部がある。 525• 533~539 • 547は折れ面を下に置

いたときの右側縁、 54合 ~545 • 547は左側縁に刃部がある。 525は素材剥片を 2カ所で折り取っ

したもので、表裏両面とも 2

のままである。刃部は右側縁上部でも

;横長剥片の打商を折り取り 3角形に成形している。

に及んでいるが、折れ面はよ下ともそ

と左側縁には刃潰しが行われている。 527は

出され、折

しされている。 528は素材剥片の打面側を ら折り取 1)、折れ面以外の
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下回遺跡

2 しているハ
」ア、。

側縁の中央部から上半部にかけてが刃部として使用されてし、る。

に細かい加工を施した刃部がある。右側縁が折

打面倒を折り取り 3 角形に成形している。刃音I~~ì右側縁で表面 vこ 2 次加工を施し、

くない。左

しし

る。 533は

から角度の大きい 2次加工を施して素材斜片の鋭い周縁に刃演しをしている。 534

~538 • 540は打面を残し奈IJ片の末端側を折って取り去っている。 534は、 533と同様に 3

成形され、 2次加工も全く同様に行われている。大きさには違いがあるが、 533• 534は同一の

形態、製作技法である。 535は打面に対して折.h商が斜めになるものである。

に2次加工を施し、それを打聞として表面中央に及ぶ加工を行っている。右側縁は表面のみに

2次加工が施される。刃部は右側縁の中央から下半で、打癌側は刃潰しされている。 536• 538 

は縦長剥片の鋭利な縁辺をそのまま刃部として利用している。左側縁には表裏両面からを互に

2次加工を施して刃演しをしている。 537も左側縁に交互剥離による刃演しを行うが、右側縁の

2次加工を施して作出したものである。 539は上下両辺が折れ面で、左側縁は裏面

に角度の大きい加工を施し、その剥離面を打面として表面の 2次加工を行っている。形態と

面の 2次加工の状態からみて縦型石匙の上部が欠失したものである可能性もある。

C A Ii I.~ト亡つつ_ CつA _ C つゥ L r=1全米).~つぷお瓦~ }，'r亡怜工I:h々ム チー lRII{;三L 庁、、-=f=::石口).~ () 'Jfn. -hn -r -t: > 七位 1 -rllcはj 1 -'1-_ 
JせVVd-.JJJ -JJ吐 - JJi 乙|トリ守:>j-(v'--J j-'-jJI/'v'--μゐパ/'e4し、 乙乙 ~Uíl均三 Vノぷ℃比u v'--ム 1ノ¥.JJI-LL'~ lJl弘レ ¥..IrはJレ 1，---

刃部がある。右側縁は交互剥離による刃潰しが行われている。 542も3角形に成形され、左側縁

に刃部、右側縁には539• 541のような刃潰しの 2次加工を施している。 541は左側縁に素材剥片

の鋭い縁辺を残し刃部としている。刃部と折れ面の対辺には裏面から大きい角度で 2次加工を

施し、その剥離菌を打面として表面を加工する技法で刃潰しを施している。 543は平行四辺形

に成形したもので、折れ面の対辺は素材剥片の末端がそのまま残っている。刃部の対辺に539

• 541 • 542のような刃演しを施している。 545も543と開様に平行四辺形に近い形態で、刃部の

対辺と折れ面の対辺に連続して交互剥離による刃潰しを行っている。

544は長方形に成形され左側縁に刃部がある。刃部と折れ面の対辺には539• 541 • 542のよう

な技法で刃演しを行い、表面全体に 2次加工を施している。 546は横長剥片の末端近くを折り取

り、さらに左側辺も折り取って成形している。プJ部は表面に 2次加工を施して作出している。刃

潰しは右側縁にわずかに施される。表面は節理由で平坦である。 547も側縁の刃潰し加工はな

く、折れ箇や素材剥片の縁辺が残る。 552は折れ面の対辺が刃部で、ある。表裏両面とも

2次加工が施され、折れ商のみが加工されていない。刃部と折れ間以外には刃潰しが施されて

いる。 553は打商のある側を折り取り半円状に成形している。刃部は表面から 2次加工を施して

しており、折れ面を除く よって し される。
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下出遺跡、

徴小剥離痕のある長1])十:

刃γ
匂一よ の微小刻離痕のある、 2 の施されない剥片である。 556は縦長

制片の る

• 558、

4点と少数である。 とし、全周にわたって

から 2次加工を施し接形に成形している。刃部には使用によってできた慣れがある。

ある。 558は短冊形の燥の上部に左右から扶りを入れてくびれ部

りと刃部以外には 2次加工はなL、。刃部は使用によって潰れて

いる。 る。

2次加工のある剥片: (第63図559~第70図587、図版38)

剥片に 2次加工を施したもののうち、定形石器及び刃部の作出されたものを除き、刃部をも

たない 2次加工の施された剥片を一括した。中にはToolの来製品や折損した石器の基部等も

む。

559~565は箆状石器 a 類の未製品と思われる。 559~563は績長剥片を素材とし、打面と末端

に主要剥離菌側から角度の大きい 2次加工を施し、その剥離面を打面として表面全体に角度の

¥，、つ もので為る。この剥離の段階で基部側を紹く、刃部側 く作出してい

る。 559は中央部で折れた状態で出土し、接合したものである。中央部より下部には素材の表面

にあった癌状の高まりがあり、これを除くために中央から折り取ったものと考えられる。 560

~563 も両側縁と表面の加工が行われており、刃部を作出する前の段階で棄てられたものと

れる。 564• 565は箆状石器 c類の未製品と忠われ、両面に 2次加工が施されているが、刃部は

作出されていない。

566~569は石槍の未製品と考えられるものである。 566は第49図471 と同じ形態の石槍を製作

する途中のもので、先端と基部が細く中央がi幅広に加工され先端には裏面にも 2次加工が施さ

れる。しかし器形は左右対称ではなく先端はまだ鋭利ではない。 567も表裏両面とも全面に 2次

加工が施され形態が整えられているが、先端には節理聞が少し残り鋭利に仕上げられていない。

ら折損し基部は欠失している。 568• 569はやや厚みのある石槍の未製品で、先端が鋭利

に加工されていないものである。 570• 571は石槍の基部と思われる。

572 ~ 575 • 577は全市に 2次加工が施され丸みのある先端を作出しているもので、いずjtも

途中から折損している。石槍の基部の可能性もあるが、多量に出土しており接合する先端はな

ではなく、

も矢口れない。

り取り、両側縁に 2

ように、折れ面を有するこの状態で何か他の機能

他は頁岩製である。

して折れ面の反対側を細く尖らせたものである。

L、。
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F田遺跡

みのある つ もので、 ど

しくスベスベして

し、る。用途は不明である。

、、
l
u
v
 

2次加工が施し成形してし、る。

2次加工を施した後で、折れたものである。

きめの剥離痕がある。一端を尖らせているが刃部や鋭

っている。下辺は折れ面で、

J
小
U

I
y
z

一
さず、

いす:端宇f下出してはいない。

581 • 583は 2辺に折れ簡があり、 ような細かし
、7
<:J 

していない。 581は裏面に素材剥片の剥離面を残すが、 583は全面に 2次加工

が施されている。側縁には細かな剥離痕があり、ピエス@エスキーユの可能性もある。剥離痕

のある両辺が平行でなく、剥離の方向も角度がややずれるのでピエス@エスキーユとはしな

力、っ?こ。

である。一辺に折れ面を有し、他の一辺には表面側に刃部を作出

するような幅が狭くて長い 2次加工を連続的に施している。しかしこの辺の平面形も正面形も

不規則な出入りが著しく、刃部としてはまだ未完成である。この部分のみ裏面は素材剥片の剥

離面が残る。 585~587は大型の横長剥片を用い、側縁に 2 次加工を施し全体の形態を長方形な

いし楕円形に成形したものである。素材剥片の一部を折り取っておよその形態を作り、その後

主要剥離面側に角度の大き¥，¥ 2次加工を施し、その剥離面を打面として表面に側縁からやや大

きめの 2次加工を施している。 585• 587はこの加工によって表面が平坦に仕上げられている 0

585の短辺は 2辺とも折れ面のままで、裏面からの角度の大きい剥離痕はない。 586• 587は一辺

にま庁れ面が残るが、その対辺は丸みを帯び曲線的に作られている。

陳石器: (第70図588~589、図版38)

588は頁岩の偏平な礁を用い、表裏両面から 2次加工を施して 1辺に刃部を作出している。

589は凝灰岩製で、周縁を潰すような加工が施されている。

(第71図590、図版39)

を分割して取り出した石核である。平坦な打商から長さが3~4cmの剥片を連続し

て剥離している。先行する剥離痕は末端がフェザーであるが、しだいに末端がヒンジになり、

さも短くなっている。さらに打聞を180度転移し、作業面も90度変えて剥片剥離が行われてい

る。石核はこの他にも多数出土している。これらの石核は打面と作業聞を様々に転移しており、

まずこ

: (第71図591~第73図596、図版39)

していない。

591は原石 し L 
」 る。 によってでき とし、



ζ三
561 
LC38 

r::r::(i 
:J:J::J 

LK4¥1 

〈コ

第63密遺構外出土若器部)

o 

第 2章調査の記録

560 
LG.!o 

5c・l1l



下回遺跡

く二〉
:=;(:;2 

¥ 

564 
U5ぉ

r:Ler:: 
:)1:):) 

LG-1 ~ì 

¥ 

第64函遺構外出土話器 (16)

116 

1¥ 563 
LJ36 



て二二〉 566 
LD什

Q
U
却

円

h
v

口
υ

戸
町

U

I
ぃ

AU一本一

ζコ

章調査の記録

re門

、)(){

Ll[(1 

569 
しし

。 570 571 
LJ30 LC34 

く〉
5円1'::円」 u 
LB:i:i 

第日間 (17) 

117 



下回遺跡

〈コ

く〉

o 

() 

つd
リ川

内

i
J
H

5
L
 

575 
LE小l

門

i
o

門

i
u
k

「

h
U
I
L

くコ

γーヘフ

。
第66~ 遺構外出土石器 (18)

118 

574 
U;;::L 

576 
しし:39

578 
KG~0 



ζ 

つe
M第 調査の記録

1

3

 

一uuqι

ヴ

i
B

に
J
Y
L

580 
LB35 

() 

第67図遺構外出土若器ω



下回遺跡

く二〉
1
1
1
H
H
 

Q円
U

h

H

±

J

J

 

f

t

l

 

f〆一¥

LK3Sl 

く

円

第68間違構外出土石器倒

582 
しC35

LIう

。



コ
第69密

第 2主主 調査の記録

にリ

'
3

8
J
 

F
h
d
r
L
 

586 
LC38 

u 



下旧遺跡

バ¥

門

i
叩
山

口
O

U

U

に

J
L

しC38

589 
KH48 

。 5cIl1 

第70図遺構外出土石器倒



第 2章調査の記録

5cm 

遺構外出土石器ω



ドIlh立跡

させながら剥離を行っている円

面においてはと辺からの最終剥離によって剥ぎ取らわたもので、こ

した奈IJ片はこの

しさ

ら してし、る。 592 の

る

として行われ、

いずれもフェザーでも 5枚のうち 3

ら られてい

の

仇
パ
' し

て変化させている。

ったもので、

り除いている。

の部分

は J 定ではなく、剥ぎ取ろうとする

られた 2枚の剥片が接合し

たものである。し寸-"hの剥片も表面に節理面が残っており、石核の表面にある節理由を取り除

くための剥離によってできた奈IJ片で、ある。 595も表面に節理屈のある剥片が接合したものであ
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して

えながら

るとし、う

り、さら

される。

ら えるための剥離を行って石

: (第74図597~第76図605、図版39)

597-598は砂岩製で、 598の しているが、 している。

をもち刃部は曲線的に突出するが、使用によって欠けている。 599~ 605 • 607は緑色

る。 599は基部に明瞭な稜線をもち、 とも tこよって

にされ、薄く板状の形態である。 tこよる しい。 600は小型のE棄を素材にし

-r-み > tぺ
¥...ノ、

て刃こ

乙 わ

した後に研磨して

もち

している痕跡がある。601は最も刃こぼれの少ないもの

曲線的でやや斜めに傾いている。 602• 603は中央より

ツ /.;) 0 
J_ 

IJ、 し

vテP、

L一、

で折れ、

をも

ったものである。 602は基部の先端が鋭く尖っているが、 603は明瞭な

っている。 604は602 603とは逆に中央より

し、刃部側が残ったものである。丸味のある

りやや斜めである。

: C弟;76図606 607. 609、凶版39)

明瞭

もち、 して してお

ない。 Lつ L、と 心

している。;こ 2 ぐり、そのうちの 1本のところ している。
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するが男Ij{固体であるc かつて

している。

図版39)

る。中

し、断問形はカマボコ形である。 あるが

ほとんど ら

り切られ

孔の側面には士具を
h

吋

C

って~ ;るハ L 寸
J

T
サ
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!面と る。

出，fj: (第771さ1610 むl、凶版

出土した。ほとんどは両面

長いもの、 611のように円形もしく

の凹みがある。素材の礁は610のように縮

永ス J、 rl)--A~弘ス ヨ二上'/-1，十/，こ♀ 1- 1 V 
ι~) 'CJ_ノわ V_'IJーは_} '0) 0 1 'I-'J V d.... V d-. '_ / U 

し、。

L 

~614、図版39)

心

まれたものである。

るものではなく、

と側面に円形の凹

みがある。

る。孔側面も

:慨し、幌町家も

しくスベスベした感触で、ある。 613は中央に孔のあいた小

している。

ひる。このような円形もしく

ある。

く出土し、遺跡内でも限られた

的に遺跡内に持ち込まれたものと思われる。

を示しており、何ら をもって人為
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下回遺跡

3節子安時代の と遺物

には南東から北西にのびる尾根線に向かつて ら南西に 2 沢が入り‘その間

が北東側にせり出すテラス

り出している。

となってし、る。この J-
LωF し

Lア)

ここではそれらを

〈ジ とおりである。ま まとめ 。。

S169竪穴住居跡、 SK87士坑， SK89土坑、 SK90土坑、 SK13土坑

SB92建物跡、 SKI08土t記、 SNI03

SKIOl SK1l2土

SK1l5土坑、 SKlll土坑、 SK30土坑、

SB24建物跡

SK14土坑、 SK16土坑

l. 中央部遺構群の検出遺構と遺物

SI69竪穴住謄跡(第81~90図、図版9 ， 40 41) 

LH46グリッドを中心と LLH45、 LG46グリッドにまたがって検出した。北東側に

東側にSK89土坑、

SK89土坑によって切られている。

ため平行四辺形に近い形態である。カマド

m68cm 05.5尺入

尺)である。

されてほとん

4 m52cm 尺〉、

Jう; し、 居跡のカマトP 煙f首が

あるが、南東偶がやや内側に入り込んでいる

り されている。

4 m56cm (15尺入

さは約40cmで、あるが、

4 

4 m12cm (14 

カマドとカマド横の中央部に

まで及んでいる。 と西塁まで、約50cmと広く

いほど幅がせまくなって北壁で、は約24cmとせまいが、こ

いるの によるものと 「ア

心。
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第 2草調査の記録

カマドの西側は幅約90cmX長さ約 1m70cmの範囲で、床面jを約lOcm掘り込み、そ

く混じった土を入れ、固く踏みしめている。主柱穴は P2 P3 
〉伊

'-

P4.P5の 4本と考えられる。 P2.P3 るのに対し、 P4=P5

~ 3 m28cm ま7こ って、

~ 1 m76cm 6 

P 8 

る口 P4とP6の聞

にも P1土坑がありも P1土坑内から

し7二。

1
h
a
 

マカ

されて残っていないがも

く掘り

から掘られていない。

はSK89土坑によって切られ

控より内側にあり、カマ

煙出しは不明であるが、やや長め もつようで、 る

込ア

0" とし されてい芦こようである。カマド

さは約 1m70cmであ

はS-86Q-E~で

ある。

には火山灰が多く含まれていた。

している。 P2周辺から北東側にかけては床面を覆う

さでレンズ

。
ザ心

また P1 にも らlOcmほ レンズ状

がある門

したと考えられる。南側の壁、(帯には塩土中に焼土が層:1犬に堆積している

面は焼けておらず、おそらくカマドの焼土が流入したものと考えられる。火山灰はこ

より上層である。

とカマド周辺から多く出土した。床面からの出土は少なかった。また P1 

らは多量の遺物がまとまって出土した。これらの遺物の中にはS174竪穴住居跡出土の

遺物と接合するものもある。平安時代の遺物はほとんど土師器で、須恵器は杯形土器口縁部の

小破片が l点出土したのみであった。器種はJ]]_形土器、

もの、 もの、 タタキ自のあるものがある。

第84図工.2はJ]]_形土器である。血形土器には口縁部が大きく

がるものがある。いま口議部が大きく外反し端部がやや肥厚する。 2

縁部の外反は小さし、。いずれも口径は12.7cI11で、ある。 2は底径5.4cm，

P 1内からも郎形土器が 1点出ことした。第95図34は 1と閉じく口

るものである。口径は12.1cmとやや小さい。

いろいろな形熊と法量があるが、

に立ち上

に立ち上がり、口

。。
きく外反

日 している。 6は口
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第 2章調査の記録

SI(jCJ 
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第84図 SI69竪穴{主題跡出土遺物 (1)
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SI6り
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自由翠穴{主窟跡出土遺物(2)
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第86霞 SI69竪穴往鐙跡出土遺物 (3)
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第 2章調査の記録
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下田泣跡

15cm、底径6.7cm、

は丸みをもって膨らみ口

で¥口 し

して膨らむもので、 P1内から出土したおも同様である。 9は口

る口

L 
ιー

の し、 35&土1:1

7は口径15.5cm. 底径5.9cm、

く外反している。 8

きいものである。口

と ものであるの胸部

口密11.6cm、底径4.9cm、

る。 9は胴部が強く

る

く}自由し、 きく外反する。 P1内出土の37

ている。口{至15.7cm、

れており、

8 cmtJ 

は口径13.3cm、底径5.4cm、器高5.1cmで、口縁部は緩やかに外反している。 42は口縁部が内湾し

ロクロ 品、一」

ロャノロ
。

ヱd
h

めで一、EF
' えるものはな

寸モ引1
¥ 

門

i
川作一

h
/
4
1
5
4
 

6
ι
ρ
δ
 

o 
28 
SIG9 

第87図 SI69竪穴住窟跡出土遺物 (4)
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第 2主主 調査の記録
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第88図 SI69霊穴住居跡出土遺物 (5)



下山遺跡

し、。

小型のし寸Jれもロクロを使用して成形しているが、口

2 種類ある n 立た成形俸の調蒋特性も各種がある。 18~24 • 41は小型斐形土器である。 18• 19 

は体部にロクロ自が強く残り、器壁は薄手で焼成は良好で、ある。胸部から口縁部にかけてはや

Q 口 ノ、 しさら 曲して¥，、る。 20は内面にログロ目が

S 1G~l 
υ 戸

:1cm 

第89密 SI69竪穴性罵跡出土遺物 (6)
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第 2章調査の記録

で空ートーーだI
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下田遺跡

残るが、

立ち上がる。

ラケズりされている。 20~22は口

ゐ口

して23• 24 • 41は l二i

も1I

/ 曲し、 |き出されないもの

あるの 24

これら

じっ され、外面の胴部中央以下はへラケズリである。

口

腕部下半は内

されている。28は上半部はログロ調整ーであるが、

口によるヘラナデ、外面はヘラ状工具の側面によるヘラケズ

リが入る。 29• 30も同様の調整のある護形土器である。 27は南壁壁溝内で火山灰より下から出

土し、 29はカマド近くの床面から出土して、いずもS174竪穴住居跡の床面出土破片と

した。 31~33は丸氏で外聞にタタキ自のある斐形土器である。 33は長胴の砲弾形で、口

外反する。内面は全体にヨコナデ、外聞は上半に Iコクロ自があり、下半はへラケズリで、下 3

分の l程にタタキロがある。へラケズ川主タタキ自の後に施される。この他に埋土中からは43

した。折れ菌を残し、刃音I~が両面から剥離される C2類③Aで、ある。

SI74竪穴住居跡:(第91~ 101図、図版10• 11 • 40 • 42 • 43) 

LJ46グリッドを中心として、 LJ話、 LJ47、LI47グリッドにまたがって検出した。商{fWに

S169竪穴住居跡とSK89土坑、東側にSK90土坑、南側にSK87土坑が隣接するが、切り合いは

ない。全体に削平が著しし

北側はほとんど失われている。カマド

つ -c¥，、7こO

とカマド、 J鹿道、それ

しも特に南側に長く延びる

寸_~ r ，__.，..-
ζJ (/_) c-'j.. ¥..:、

なると思jっtlる。カマド

カマドより東側が 1m92cm、

されて

いる。 るあでU
V
 

τ
L
2
 

円

h
d

4
1
1
-cd 

1mが残存する。

さ約20cmで、ある。 な¥..'0 

してし、る。カマド付近から

後に地lLiブロックの多く

と思われる。 P3. P 5 

てつ る。

り山め、その

P1~P3 、 P 5 

しし、1う人 えて、 P3 P 4もS174竪穴住居跡の主柱穴とし

2 m13cm ( 7尺入短軸が84cm( 3尺)~ 1 m14cm ( 4尺)で、

となる。これはS169竪穴住居跡のほぼ 3分の 3の規格である。

ておく。

形に近し

の長さの比 にあてはめて
_;z. 

〈ユ;

2 m85cmとなる。 P3とP4の

間には浅い柱穴が 1

と南東問i斤く

カマドの東側でおそらく

r } 

心。

cm、保さ約5cmの浅い掘り る P4 

にも径約90

らの深さ約30cm

-150 
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第 2章調査の記録

第93~窓 3174竪穴住居跡出土遺物 (1)



下回遺跡

の から にわたって が出土した。また P6 

cm、短径約40cm、約60cmの楕円形土坑で、やはり 土した。

P 4がほとん るの し、 P6はほとん も

や炭化物が多く入倒立の状態で入って L

り く焼けている。

カマド にないが、 出し部までよく伐つ

ている。カマ り

袖の く焼けている。

いる。 口 ~2cm埋め込まれ、その部分が浅い

ピットになっている。 さ約 1m76cm底部の幅約52cm、 11I高約28cmで、ある。

3層の褐色土を棒状に掘り ったもので、 1- し

部の商関 けて焼土化している。

から煙出しに向かつて艇やかに高くなる。土居縦断面図の14• 12 .トト 6層などが煙道内に流

入した土で、ある。煙出し部は径約54cmの隅丸方形の地LUに達するピットが掘られている。

埋土には火山灰を多く含み、

流入した火山灰が堆種しも

る。

中には火山灰がレンズ状に入札混火山灰土が堆積している。カマ

やや大きめの炭化物が散乱していたが、床面は焼けていなかった。

しきらない状態で

っていた。またP4の埋士

遺物は埋土中と床面から多量に出土した他、 P4とP6の中からまとまって出土した。また

煙道の煙出し部のピット内からも土師器の破片が出土している。須恵器は杯形土器の小破片が

1点と査形土器がL行、で、他はすべて土師器である。

44~47はカマド内から出土した土器で、ある。 44 と 47はカマドの支脚として使われていたもの

である。ともに火熱を受けて磨滅している。 44は胴部がやや膨らみ口縁部が外反する杯形土器

で、口径13.2cm、底径4.9cm、器高4.5cmで、ある。忠商に回転糸切り痕がある o 47は小型整形土器

で、内外部ともログ戸目が盛る。口縁部は外反した後すぐに上方に引き出される。

転糸切り痕がある o 46は羽釜である。口径18.2cm、底径lO.4cm、器高14.5cm、鍔の径22.7cmで、鍔

の部分が最大洋となる。胴部中央が張り出し、服部上半から口縁部にかけて緩やかに内

る。口緑、端から約3.4cm下に鍔がつけられる。鍔の植は約1.5cmで、ある。口零部は平坦に調整され

やや内側にi傾く。口唇外面が突出気味に肥厚する。鍔と口唇部の間には明瞭な稜線が 1~ 2 

入る。上半部は内外面ともログロ る治l、 ら外面にヘラケズリ、内面にへラ



第 2京調査の記録

ナデが施される。この カマド していた。 2次的火熱をかなり受けてい

ると思われ、 し ボロボロになった破片もあった。 45はカマド

るo 48(土P6から

土出の

口

ら

。
か

た
で、口

t土ど ログロ、その下はログロ成

ラケズ 1)、|勾 る。

47 
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第99関 5174霊穴住居跡出土遺物(7)
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第 2章調査の記録

49~68. 70~79. 97.98. 103~106は杯形土器で、ある。 79の

ある。形態にはパラエティーがあり、口 ::¥-1 c: ¥ して るものと、わずかに外反

するものがあるが、口

通してし、る。日間部は丸みを

るが13cm前後が最も多い。

とy
し
}る る。 し肥厚する口 と共

らむものが多い。口径は11.5cmから20.2cmまでの範囲であ

7cmから6.4cmまでの範囲であるが5cm前後が多い。 は51

が5.5cm、74が4.1cm、75が5.5cm、76が6.2cm、103が4.3cmで、ある。

69.99.102は皿形土器である。 99は口 外反が小さいが、 100~ し大き

出17.1

5 CIl1 

!日 174

第100図 5174竪穴住居跡出こと遺物 (8)

一-1 h:i一一



下旧遺跡

く外反している。 は99が2.7cm、100が3.1cmで、ある。

ある。 床面から出土したものと、 SK108士坑埋土中から した破

81 

る広口の壷で、!底面には回転糸切り

れも胴部はあ主り張らず口縁音13がく

。。
るn

る。 83• 81 • 82はロクロを使用

84は内外面ともログロ ""7 

ζ)。

ラケズリ、内面がヨコナ

85~87は口縁部がくの字形に外反する大型の斐形土器である。 し、ずれもログロ成形と

るが磨滅が著しく判然としなし、。 88-93は口縁部が外反した後、上方に引き出されるもので、

ロクロ成形である。口縁先端の上方に引き出された部分が口縁部の 1/3~1/2 の長さを占

め、口唇部は丸く調整されている。 93は外面に部分的にタタキ目がつくが、その上をロクロ

整している。 94は外部へラケズリの底部で、内閣はヨコナデである。 95• 96はタタキ目のある

ある。タタキ自の上にヘラケズ、リ調整を加えている。 95は服部

ログロ成形J震が認められ、内面はナデ調整である。

SK87土坑(第102• 103図、図版11• 43) 

LI45グリッドで検出した。 SK89土坑、 と

1 m4cmの不整問丸方形で、深さ約15cmで、ある。

し、火熱によって由く焼けー理化している。その周辺の

てT

G 。 ブロ、ソク じるが、

中から底面にかけて した。

る。平面形は長軸約 1m46cm、

西側半分が約66cmX約45cmの広さ

も火熱を受けて焼士化してい

とも L、なL、。埋土

108-115は杯形土器である。 108は口径14.1cm、底径4.8cm、器高4.8cmで、胴部はやや丸みを帯

びて膨らみ、口縁が緩やかに外反する。 115は内面に細かいへラミガキが施され黒色処理され

ている。底部から胸部が直線的に立ち tがる器形で、底部には高台がついていたと思われる剥

る。 116.117は口縁がくの字形に外皮寸る

ある。 118は口縁が外反した後、内側に屈曲し

ある。いずれもロクロ

|き出されたものである。 119は

小型菱形土器の底部で内外面ともにログロ目が明瞭であるo

SK89土坑(第104図、図版12• 43) 

LH45. LI45グリッドで検出した。 のカマド煙 を切って されてい

る。基本層{立第 2層中で径約 1m84cmのマウンド した。このマウンドは地山の大ブロッ

クを多量に含んでやや固く締まっており、十坑や寄っていたn 十坑は平面形が径約 1m80cmの

円形で、深さは約55cmで、ある。底面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上がり、底部と

は明確な稜をなす。埋土は孔隙が多くて締まりがなくボソボソしている。理士の状態と士坑を

っている地山ブロックを多く マウンドからみて、 られたものである

-164-
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下回遺跡

と考えられる。埋土中には土師器が多量に含まれていたが小破片が多い。

120・122は同一個体で大型の聾形土器である。 ロ縁部は外反した後、口唇部が上方に屈曲す

る。胴部上半はロクロ目が明瞭である。胴部中央以下はへラケズリで、 胴部下半から底部にか

けては、密に深くへラケズリが行われている。内面は不整方向のナデである。 120はSK90土坑

から出土した破片とも接合 している。 121は杯形土器底部で、底径は4.9cm、底面は回転糸切りで

ある。

SK90土坑 (第105図、図版11・12・43)

L]46・LK46グリッ ドで、 SI74竪穴住居跡の東側に隣接して検出した。規模、形態、埋土の状

態とも、SK89と極めて類似する。土坑を覆うマウ ンドは径約 2m40cm、土坑は径約 1m90cmの

不整円形で、深さは約55cmである。埋土中からは多量の土師器が出土したがほとんど小破片で

ある。

124は小破片が多数接合したもので、 口縁が緩やかにくの字形に外反する小型の聾形土器で、

外面にはへラケズリ が施されている。125は丸底でタ タキ 自のある大型の聾形土器である。内

面はナデ調整である。

SK13土坑 (第106図、図版24)

LN52・53グリッドで検出した。中央部遺構群のあるテラス状の斜面より北東側約70mにあ

⑥ 

11 :35.¥101_ 

第106図 SK13土坑
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下Ffl遺跡

り、 ら る沢の されている。 1 m91cm、

1 m74cmの不整楕円形で、底面は一辺約70cmの偶丸方形で、ある。深さは約 1m30cmの播

る。底面は平坦であるが、底面の南側隅に直径約20cm、深さ約70cmの斜めに入

り込むピットがある。北側の壁には階段状の張り出しが 2段ある。埋土は自然堆積である。:f;思

には火山灰白;レン

没する前で、

るむ他の遺構と

している。火

1土j充、 S

に火山灰がレン

に;埋

4土坑と堆積状態が似てい

る はも

SK16土坑、 SK30土坑とも類似する。しかしSK16土坑以外の他の 4土坑がし、ずれ

J
も 、

F
 

E
B

、LY

まれてし、ないという

も涌水はなかった。

2. 中央部遺構外出

しているの

る。形態から考えて

おらノ

もある

• 44) 

J- るものも多くあり、

出して散乱したものと物の出

えられる。

らみ、て、 てコ

(第107国126~第10官邸 147 • 149、

126~ 136.147会 149はし も口 る。 128~ 136 • 149のように口 につま

み出すように大きく

ある。日

させるものと、 126• 127 • 147のようにわず刀ミに外反させるものとが

るもの.130 • 136)と、 しないもの(126• 127 • 129 • 131 ~ 135 

• 147 • 149)がある。月間部は緩やかに膨らむものが多い。 126• 128 • 129 • 137 ~ 143 • 146 • 149 

の底部はすべて回転糸切り痕がある。 142は底部周縁にへラナデの痕跡がある。口径は11.3cm

~ 16.2cmとパラェティー 13cm以下のもの、 13.5cm前後のもの、 15cm以上のものに分か

4ペプ、ト九日円、台、プ、
4 u.w d、./ '-μv"a.ノ。

，1.... ずで、 十、 z 
.":iし111 ¥._ C(_j '0) 

cl. 汀1 亡
で) V ，_/、 OJ

} 刀「 ピr:一一!、 I しヴ1
1:) ν J、U.0GUlムヲヘーLνノ

ものに分かれるようである。 144~146は高台付杯で、 144 • 145は内面に放射状のへラミガキが

施さ

144は細L

されている。へラミガキは細し になっている。

き底部が少 している。 145• 146はハ で、 146は

1) 

らみをもち iユ縁部がわずかに外反するログロ

しか出土していない。 147は胸部

、内面には放射状にヘラミガキ

で、へラケズリが入る。 149は大型の杯が施され、

ある。口

されている。

さく内湾した後強く外反し、口 り る。

(第110図150~第115図 188、図 ft反43 • 

口径が18cm以下の小型のものと、 18cmをこえる ものがある。口 くの

172 



第 2単 調査の言己主t

に外反するものと、外反した後、口唇部が上方に引き出されて立ち上がるものとがある 0

150~ 160は口縁部が小さく外反し腕部があまり膨らみをもたなし、小型の袈形土器である。ログ

ロを使わず内外国ともヲコナデ調整をした後、外国には口縁部を除いてへラケズリが入る。

152・156ぺ60は磨滅しているので調整は不明である。 150~ 152 • 157 • 159の口唇部には、この

だけススが付着し黒色である。

161 ~ 167 • 179 • 180v主口

るη161• 163 • 164~土日

る。 165は外反し

き出さわノた口

口属音ISが|て7'7または内側に立ち kがるものであ

けて引き出すものである。 162は口唇部が丸く

をメLくつくる。 166• 167 • 179 • 18(H主上

く、断面が 3角形である。 179の 11綾部は上方に引き出された部

く立ち tがり口

もたなしョ

)ア

0 0 

lき出し168~ 173~土口 くの

大型 る。服部があまり張ら

るもの 071~がある。 l

ナコヨ
'7' 

0 0 

るもの (l68~170) と、胴部

していると思Jっ;れるカ人 168=173は1]

る。口 した後、口17 4 ~ 178 • 181 • 182 • 187 • 

LJ45 

¥
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下問j立跡

る

るもの.182)、

、し、ず、れもロクロ る。 イコ 内

るもの(175~177)、外傾するもの(178• 181)がある。

口綾部にあるものがほとんどである。

185 • 186は間一個体の大型護形土器である。 2次的火熱を受けて内外面とも磨滅が著しく、

さ，+1.ている。口

りをして

られる n

くの字形の屈曲はもた

くられている。部分的

りされ7ケ斗L土日 tr口に口綾部内面にはヘラミガキが、胴部にはヨコナ

をもち内面が黒色処理された大型護形土器はこの1個体の

3. 南部遺構群の検出遺構と

ータ

心 。

3昌吉2建物跡(第116~121図、図版13• 14 • 

LH~LK30、 31 グ 1) 、ソトF にまたがって、 の から ザハ
U

で検出した。 は南側の調査 12<:外で、北側の一部しか精査できなかった。北側には

SK98土坑があり、 S193竪穴住居跡を切っている。

m、南北約5m以上の し、そのり込ん

してし、る。掘り

さは12~ 5 CIl1で、ある。北西隅はこ

物は東西3間(l間約3m)である。

は西側で、i幅約30CIl1、北側で、約43cmの溝がめぐる(周溝ん深

と揺り込みの壁が連続せずテラス状の平塩面がある。

Ltこ(p1 ~ P 4)0 P 1、P

2、P3 は55~80CIl1の円形の掘方がある。 ~27cmの円形で、深さは94cm~ 1 m 

21cmで、ある。 P4は斜面の下部にあり若干削平を受けh ているのでやや浅いが、本来は 1m

える深さであったと考えられる。この主;柱穴間を結んで、i幅約20CIl1、深さ約13CIl1の溝が掘り込ま

れている。この溝の埋土には 2列に並んで立てられていた板材が炭化して残り、焼土ブロック

と炭化物が多量に含まれていて、壁溝であることが確認できた。柱穴間を結んで板塀がめぐる

構造であったことがわかるつ床面は平坦でやや問〈締空っている。

平坦面を作出するための掘り込みの北縁で、壁と直下の周溝の間に長さ約 7m、幅約80cmの帯

状に火山灰が堆積しているのが確認された。その内側の壁溝や柱穴部分では、埋土上層から焼

土ブロックが堆積していた。埋土は炭化物を多量に含む黒褐色土で、床面の一部や壁、瀞は火熱

による赤変部分があり、本遺構は焼失建物跡であると考えられる。火山灰及び混火

積は建物をとりまく周溝内から壁溝までの間に見られ、壁溝から内側の埋土には含まれていな

い。火山灰が埋土中に堆積しているS169竪穴住居跡、 S174竪穴住居跡、 SIlOO竪穴住居跡、

したり、遺構内の柱

山灰の堆積状況はやや異なってい

SB24建物跡では壁の直下に火山灰層があり、

穴や土坑の理土中に火山灰が含まれるのに対し、

る。 こオリヱ火 る時点ではまだ建物壁の板材が残っていて、 ある掘り込みと
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下山j互助;

聞のせまい凹部にのみ火

と考えられる。

し、建物内には入り込まなかったことによるもの

から出土し、床開の中央部からはほとんど出土しなかった。 189• 

190は皿形土器である。口唇部が外側にめくれるように大きく外反し胴部がやや膨らむ。 189は

り高台のない血形士器であるが、 190は高台部分から割れて欠失した

ある。し、ずれも胎土 e 焼成とも良好で堅般である。 191

に比べて網部の膨らみが小さい。 192 づ93は小型の杯形土器で、肥厚した 1~1

。。 も蒋く

く引き出されている。

の出ートである。

る。 nf:圭は約llcmと小さし、。

ある。外側にノ、の字形に開いて底部に貼り

外面の 1::1:1央には稜をもち、先端は外側

、ログロ成形後胸部の外面にヘラケズ 1) tJ~施さわノている。口

けられてい

きに細

h 

した待上方に17-ち i二がるが屈 EBJはゆるやかである。

われる 0 のへラケズリ、内 のハケメである n

200v主北側 ある。球形の日間部の中央より

に IIJ~約1.8cmの口縁が腹立する。口径15.5cm、胴部の最大径は31cmで、ある。胎土に

は中粒砂を多く含み焼成はやや軟質である。内外面とも 2次的火熱によって表面がはじけるよ

うに剥落している。ロクロは控用しておらず、外面の口縁部と胴部上半はヨコナデ、胴部中央

から下半は縦方向のへラケズリ調整である。内面は服部上半は横方向、中央から

は縦方向のハケメであるが、縦方向に施した後にさらに横方向、斜方向のハケメが加わる部分

もある。ハケメの幅は約2.2cmで、ある。仁i縁部はヨコナデである。胎二と e 焼成@調整はS193怒穴

(第125図208) と極めてよく似ている。

も出土した。 196• 199は2次加工のある剥片で、 196は薄し

剥片の表面両側縁に細かい 2次加工を施しているが、刃部は{乍出されていない。 199は裏面中

側縁と表面の全面に 2次加工が施されている。 198は石槍の刃部である。

に 2次加工を施し、先端にはさらに細かい加工を施して鋭い をf下出している。

〔第122~125図、国版14• 15 • 

LJ31グリヴドで検出した。 SK98土ザLを切って され、南側半分をSB92建物跡の

よって切られて l、る。 し、長さ

2 m75側、 2 m40cm、 ある。 はおよそN-6C)"-¥i¥Tであ

令。 なく、 も検出されなかった。
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カマド されている。燃焼部の できたのみで、袖、 煙

っていなかった。カマドの 、袖の芯材に用いられたと

忠われる

がある。

聞に残ってし、る。焚口部には径約65cm、深さは約15cmの掘り込み

に立ち上がり、壁高は北側で約37cm、南東側では再IJ平されていて約 5

する。床面は平坦で出く締まっている。東{誌には長径約60cm、短径約45cm、深さ約 5

り込みがあるの

埋土には火山灰が含主れるが、床面直上の埋土 4層には火I11灰は含まわず、そ

する埋土 2J習が混火山灰土である。北隅付近には火山灰がノj、ブロック状にやや多量に含まれる

混火山灰土が堆積している。

カマド焚口部の掘り込みの北側の床面で、整形土器が 1個体横倒しになって

替、で出土した。立た、カマドの周辺から須恵器禁形土器の破片が散乱した状態で出土した。カ

マド周辺には遺物が散布していたが、床面中央部や北側、東側では遺物は出土しなかった。

201 ~203は杯、形土器、 204~206は翠形土器である。 201は i二!縁部が外反する杯形土器である 0

202.203はし、ずれノも杯形土器の底部であるが形態は大きく異なる。 202は底部から胴部にかけて

らみ気味に立ち上がる。焼成は良好で、ある。 203は底部から胴部が急角度に立ち上がる杯、形

土器である。胎土は網粒砂を多く含む。 焼成はややあまく表面が摩擦している。
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下回泣跡

203が5.1cm、204が6.4cmで、ある。 204は口縁部が外側に大きく外反する

あまく しく

この破片 1点のみの出土であった。 205• 206はロクロ の

る。

うな口

小型整形土器で、

上がるの

しており

焼成はややあまく

る。器

る。このよ

る。口縁部が外反し、端部が上方やや内側に引き出されて立ち

プ
〔
V

り、立ち上がり

である。

断同形は3角形になる。

には細粒砂を多く

、7

G 。

ラザラしている。

207はカマド周辺から出土し

口縁部がやや外反する

約13.7cmとやや細く締まり、

したものであるの最大径が球形の胴部中央にあり、

る。口径は約15.2cmで、ある。肩が張り、

して立ちょがる。仁i

る口口に作られている。腕部外出はタタキ目、

¥ 

は外側 り出し

ょブ202

蝿て 1 '-)nつ
ベ J ムUJ

一一- Sl~J:) 

、、、
丸、、
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下回遺跡

は内外面ともヨコナデである。

、カマド債の

ものである。

る。口唇部は外側

より

りをし

ある。腕部下半は砲弾形にゆるやかに細くなり、底部はやや尖った丸底になると

れる。 口 ら胴部上半にかけてはログロ

くでは、縦方向からに縦方向のヘラケズ 1)を施している。

及んでいる。内面の口

ら横倒しになって

にある。口

ある

出土した

曲してタト

でキホ

ヨコナデ、嗣部はハケメである。ハケメの方向は口

が横方向、その下は底部まで斜め方向で、螺旋形に回るが、

ログロ日の出凸の強い部分では凹部全体にハケメが及ばず、

胎土@ 土の

LK31. グリッドで、険出した。 SB92建物跡の北側

る

vにfミこ

に帯状に空白の部分が残る。

と共通する。

ル」

7
Q

向
同

十
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血

、

先

μ
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u
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m

上

土

鉛

ち

埋

m

立

0

2

に

る

約

か

あ

られており、この 3

1 m20cmの不整隅丸長方形で、深さは約14cmである。

ピットが並び、さらに内側に 1本

し、その上には火山灰

褐色土が堆積している。北側の一部l引 J土火山灰がまとまって堆積している部分がある円
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第 2章調査の記録

1点出土した。 209は底径6.8cmの杯形土器底部で、ある。胎土は極細粒砂

く含み、焼成はややあまく軟質である。

SI100竪穴住居跡(第127~ 136図、図版16• 45~47) 

LM32 • 33、LN32• 33グリ、ソドで検出した。東側にはSK108土坑、 SK101土坑、 SN102焼土

SN103焼土遺構、 SN107焼土遺構がある。 SX130柱穴群の範囲内にあり、 11本の柱穴が

ら掘り込まれている。

ら西に傾斜するゆるやかな斜面に主軸方向 されている。

平面形は東西約 2m88cm、南北約 2m60cmの方形で、 と楼してカマド
し

J
A」

ieてし、る。 S-100-¥Vである。 に向かつてやや傾斜している。

床面のレベル業は最大で:'10cmで、ある。壁は斜面上部の西壁で、約47cm、東壁は約18cmが残存する。

に立ち上がる。カマドの東側にはカマド煙道と平行に、南北約88cm、

西約48cm、深さ約 6cmの浅¥;、掘り込みがある。四壁の直下には、北西隅から南へ約72cmの地点

から南側に、長さ約 1m56cm、幅約37cm~20cm、深さ約 6 cmの壁溝がある。

なL、。床面中央やや南寄りには径約67cm、深さ約11cmの円形の浅い掘り込みがある。南壁から

き出た浅い掘り込みの中央にも径約40cm、深さ約 5cmの円形のピットがある。

柱穴は P1~P3 が床面で確認できた。径約15~20cm、深さ 5 ~ 17cmと浅く、

竪穴住居跡に適合しているとはいえず、地面を掘り込んで立てた上屋を支える

にく L、。当初から上屋構造を支える柱穴は穿たれていなかったと考えられる。

カマドは長い!堕道があり、煙道の天井部には土器を用いている。燃焼部は床面より約15cm高

くなり、径約56cmの範問で、強く焼け赤変している。燃焼部を取り臨む袖は左右両側とも

もSIlOO

とは考え

掘る際に堀り残して作られている。右側の袖は西壁に接し、壁の途中に段を設けるような形で

されている。燃焼部の中心には佳約56cm、深さ約 8cmの浅い掘り込みがある。この掘り込

みの周囲は床面よりも一段高い平坦面があって、焼土と炭が多量に入った土が堆積していた。

煙道は長さが約 1m50cmと長い。上端の幅は燃焼部側が細く煙出し部側が広いが、下端は!幅約16

~20cmで、部分による差はそれほど大きくない。南側の先端に 1 辺長160cmミ深さ約30cmの隅丸

方形の煙出しのビットが取り付く。煙道の底面は平坦で、煙出し部に向かつて若干上がってい

る。天井部には斐形土器(第129図211.第130図212)、鉢形土器(第1:31図214人鍋形土器

を横倒しに入れて用いている。

である。

しており、

るの埋ニヒ 2層中には火

る埋土 3層は締まりのある

均:士は自

た。第 1

し 、が、 さ4~ 8 cmと薄く している。この層には火山灰は



下田遺跡

まれない。火山灰は廃棄されて凹地となってい

自然、の営カによって流入して堆積したものと思われる。

の四担iから

しているが、カマ

ら北側では床面から

口の周辺と南側の浅い掘り込み部分から

ほとんどなく、

から出土した。図示していないが床面中央やや北東寄りの地点で鉄製の万子が l点出土した。

210は口縁が犬きく外反し胸部がややふくらむ大型の杯形土器で、カマドの焚口付近から出土

した。器壁は薄いが焼成は良好で堅散である。 21い 212はカマド煙道の天井部に使われていた

る。 211は口縁が外反した後、口唇音sが上方に立ち上がる。外反の屈曲もや

く。胸部中央より上半はロクロ調整、下半は外国ヘラケズ ~J 、内面ヘラナデで、底

ヨコナデである。 して口縁部が水平でなく斜めにゆがんでおり、

る。焼成は良好である。 212は口縁部が斜め上方に外反は最大で'33cm、最小で30.9cmと

し、口容部が上方に立ちとがる翠形土器である。口唇部の立ち上がる方向と口

向に大きな差がないため、口唇部の屈曲が外国でははっきりしているが、内面は連続的である。

胴部上半はロクロ調整、下半はへラケズリである。 214もカマド煙道内から出土した。口

が外反し胴部上半がふくらむ鉢形土器である。口縁部はく

3角形に尖らせている。腕部上半はログロ調整であるが腕部中央から下半はそのとを

へラケズりしている。焼成はきわめて良く堅散である。 215はカマド煙道内から出土した鍋形

土器である。肥厚した口縁部が外反した後、口唇部がわずかに内湾気味に立ち上がる。胴部は

膨らみをもたずに直線的に底部に続く器形である。上半部はロクロ調整である。胸部下半は内

外面ともタタキ自があり、外簡はタタキ自の上から腕部中央から下部にかけてI幅が広くて深い

ヘラケズ、リを施している。底部近くはへラケズリが及ばずタタキ目が残る。外面にへラケズリ

が入る部分の器躍は濡く 1--半部はj皐し、。焼成は良女子である。

216 • 217 • 223は血形土器である。 216は厚手で、外反する口縁部の断面形が3角形になるよう

に7寧に仕上げられている。内面には細いへラミガキが口縁部では横方向、胴部では不整放射

状に施され、内面と外反した口縁部が黒色処理されている。日台土は粒子が細かく

る。 217は胴部が丸味を帯びて膨らみ、口縁部が肥厚してめくれるように外反する。

成はやや甘く

や細くなる。

ある。 223は口 台、

る。 口径12cm、!底径4.5cm、
。

る

218 ~ 222 • 224 ~ 236は杯形土器である。 218は口唇部が丸く肥厚し血形土器の口唇部に似る 0

219 • 220 • 222 • 225 • 226・229• 230は胴部が丸味をもって膨らみ、口縁部が屈曲して大きく外

して開くものである。 222は口唇部のみが短く外反する。 220は口径13.1c爪

5.2cm、221は口f歪13.3cm、 7cm、229は口径13.1cm、底径4.6cm、 る。

19B-
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下回遺跡
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下回遺跡
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1 ，寸寸 、可'OW.-

l、回 1主主刷、

こ*1，らに女すし224• 227 • 228 • 231 • 232は口 まり外反せず、

ものである。 228.232の口 る。 227は口径1l.5cm、!氏筏5.0cm、

'"7 
Q 

228v'J口

径13.1cm、底径4.8cm、

h、焼成がきわめて良好で硬質である。色調は赤みの強い椅色を呈する。 240~244の

の焼成、胎土、色調と向じである。胴部はやや膨らみ口縁部は一度内側に屈曲し、口

く外反する。口縁部が内側に隠曲する部分は明らかな稜をもち、 234• 235は最大径が口

はなくてこの稜の直下にくる。底面には回転糸切り痕がある。 /.:)jは小型」準的十器-r'全低かロ

クロ調整である。 μ縁部は外反した後、先端が上方に引き出され断面形が 3角形となる。

238 • 

し先端が上方に引き出される。

出土した破片と

出され口

る。 238は212とよく似たっくりで口

にはヘラケズリを施す。 239はSI三101土坑の埋土から

る。口縁部は緩やかに外反した後、細く上方に引き

0
 

7
G
 

240. 242 ~ 244は小型の帝形上器である。 240は口縁部が外反し口

は張らず、腕部中央に最大径がある。底聞は平坦で回転糸切り

ノ
ぜ
~
¥

。
ヲ

hv

るが、その上からヘラ状

にかけて

とも粘

焼成はきわ

とカマド横の浅い掘

と

らへラ状

工具を押し当てたと思わhる いている。 口

くなる。底部中央には焼成自立に小孔があけーられており、

土の盛り上がりが認められる。胎士は粒子の細かい粘土を用い

めて良貯で硬質である。色調は赤みの強L、澄色である。カマド

り込み部分から出土した破片が接合した。 242・243も240と同様の

る。いずれも焼成前に底部中央に小孔があけられている。また、

工具によるものと

径は5.5cmで、大きさ

は 2次的火熱による

同じである。

241 

\_.、て~.、る o 240.242' 243は別個体であるが 3個体とも

られる。 242は胴部と底部の接合面で害~れている。 242 と 244

られる。 240~244の胎土 e 焼成@色調は233~235の杯形土器と

り痕のある
。

ザ

hvあで L 
'- なり、 (ま

うが約 6mm大きい。厚さは 5~ 6 mmで、ある。裏面には回転糸切り痕の上からへラ状工具による

っている。表面は回転糸切り痕のみである。この焼粘反は240のような小

る際に、!正面台ロタロからー腎切り離した後でさらに底面の厚さを薄く

るために回転糸切りを行った際にで、きた粘土板を焼成したものと思われる。

を掘り込んで構築されているため、埋土から

と石器も出土している。 245• 246は同一個体で、)j台土に繊維を含む。半裁竹管による

にめぐり、その下には河じ工具で山形の文様が描かれている。 248• 

210 
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1;田遺跡、

体で、 LR縄文と綾絡文が施文されている。胎土には繊維を含む。 247は隆帯の上に斜めに棒状

えている。経帯より上位は無文で¥下位にはLR縄文が施文される。

250は微小剥離痕のある剥片である。剥片の末端側は折れて欠失している。

と恩われる徴小剥離痕がある。 25日立折れ面のある不定形石器C2類③Bである。

側縁 があり、 は刃つぶし ら施さわノている。 252も

ある。表面左側縁が刃部で、右側縁には刃つぶしが片面にのみ施されている。 253は箆状石器

a類の刃部が折損したものと思われる。 254は際皮面を残す厚手の剥片の一部を折り取り、細か

い加丁宇腕したものである。直線的な端部に刃部を作出しており箆状石器の b類である。

SK99土坑〔第137図、図版

LP32グリッドで検出した。東側は耕作による削平で、失なわれている。 る は11I高

約66cm、長さ約68cmの不整方形で、あるがも本来は長さが 2

ると思われる。深さは約20cmで、ある。底面は焼けており、

3 ~ 12cmの厚さで堆積し、土里土中には焼士粒や炭化物を多く

くらいの不整長方形のプランにな

プロック ~I犬に

が入る。 ら出土した杯形土器である。口

でし、る。底面近くには火山灰

は大きく外反して肥厚する。

口径はllcmと小型である。

SKI08土坑(第137図.138図、図版17• 18 • 47) 

LN32グリッドのほぼ中央で検出した。 LN32、L032、LP32、LN33、L033グリッドの範閉

には、部分的な焼土の堆積と焼土遺構が分布しており、 SK108土坑の確認面上にも焼土が部分

的に堆積している。 SK108土坑も検出時点では焼土を伴った不整楕円形のプランであった。

体の平面形は、長軸約 2m45cm、短軸約 1m30cmの東西に長い不整長方形である。東側には 1

段低い長軸約 1m60cm、短軸約 1m28cmの方形の掘り込みがある。深さは西側の不整楕円形の

部分が約18cm、東側の長方形部分で、は約30cmで、どちらも底面は平祖である。埋土の状況からみ

て2持崩の遺構が重複しているものと考えら才しる。
可 .，..ァf7.r-'!._ _._、ロと，，--..-"

リユ今σち九百l与万り!民出jと

は焼けており、最下層には土の混じらない炭化物の単純層が堆積している。その上層には焼土

粒の混じる暗褐色土、黒褐色土が堆積する。西側の不整方形部分は埋土の上部に焼土層があり、

その下層は強い火熱をうけて焼土化している。ほぼ同一レベノレで、東側の方形部分の埋土上層

にも焼土層が入っている。すなわち、当初から方形の掘り込みとそれに続く浅い不整楕円形の

士坑が構築され、東側の方形の摺り込み部分で、底面や壁面が焼けて赤化するほと、vこ火が焚かれ

た。そして、土坑全体に埋土が流入し全体が凹み状になった時点で、その中で強く火が焚かれ、

埋土上部の火焼面とその上に堆積する焼土が形成されたと考えられる。

遺物は方形の掘り込みの埋土中から256の杯形土器が出土した。口縁がわずかに外反しやや

肥厚する。口径は12cmで、ある。方形の掘り込みの埋土中 h
ソ

トふ る
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第137図 SK99土坑、SK108土坑、SK101土坑、SN103娩土

遺構、SN107焼土遺構、SN102焼土遺構
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下回遺跡

炭化物層よりは上で、第102図80の須恵器萱形土器の底部が出土し、中央部遺構群のSI74竪穴住

居跡底面から出土した胸部の磁片と接合した。両遺構は直線距離で、約60m離れており、 SK108

土坑の埋土中に人為的に投げ込まれたものと考えられる。両遺構間及び両遺構の麗する

遺構群と南部遺構群間には密接な関連性が認められる。また埋土中から257の 2次加工のある

剥片が出土した。素材剥片の剥離面を残さず表裏両面に 2次加工を施しているが刃部はない。

SNI03焼土遺構(第137図.138図〉

L032グリッドで検出した。 SK108土坑の東側に隣接する。長軸約65cm、短軸約45cmの不整

楕円形の浅い掘り込みの埋土上部に火焼面があり、焼土が堆積している。当初は深さ約10cmの

掘り込みで、あったのが、自然に埋没し凹地になったところで火を焚いたもので、 2時期の使用

が考えられる。このようなあり方は隣接するSK108土坑の東側の浅い掘り込み部分と

る。遺物は出土しなかった。

SKI01土坑(第137~ • 139図、図版17)

LN33グリッドで検出した。東側にSN107焼土遺構が隣接する。北側には、 SN103焼土遺

培、 SKI08土坑等がある、平面形は一辺が約 1m20cmの隈丸方形で、忘る。斜患に構築されてい

るので、深さは北側で、は約39cm、南側で、約23cmで、ある。底面は平坦で水平である。壁はほぼ垂

に立ち上がり断面形は箱形を呈する。底面と壁は強い火熱を受けて赤変し硬化している。

面には全面に厚さ 4~ 9cmの炭が堆積している。埋土は炭化物、焼土粒、地山ブロックが混じ

る単一の掲色士で、一度に埋め立てられたものと患われる。埋土中に含まれる遺物は多くな

い。;理土上部から出土した護形土器 (239)の破片は、 SIlOO竪穴住居跡の床面出土破片と接合

した。 258は口縁部が外反し口唇部がやや肥厚する杯形土器である。底部は埋土下部の炭化物

層の直上から出土したが、接合する破片は埋土の褐色土中やその上から出土しており、土坑が

埋め立てられたときに埋土に混じって入り込んだものと思われる。口径13.7cm，底径5.6cm、器

高4.6cmで、ある。 261はロクロを夜用しなし、小型の整形土器で、内面には粘土紐の接合痕が残

る。外面の底部周縁はヘヲケズリ、内面の底部にもヘラナデを施している。 260は折れ面を残

す不定形石器である。素材剥片の鋭い縁辺をそのまま刃部として利用し、イ也の側縁に刃潰しを

施している。 262は縦型石匙でつまみ部を欠失している。 263は扇平な自然磯であるが、

代に人為的にこの付近に運び込まれていたものと思われる。

SNI07焼土遺構(第137図.139図)

LN32グリッドで検出した。 SK10l土坑のすぐ東に隣接し、南側にはSK108土坑、 SN103焼

土遺構がある。長経約68cm、短径約53cmの不整楕円形の浅い凹みの中が火熱を受け赤変してお

り、その上に薄く焼土が堆積している。中心部をSX130柱穴群の柱穴の 1本が切っている。

しなかった。
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下回遺跡

SNI02焼土遺構(第137図.139図〉

L032グリッドで検出した。南側にはSN103焼土遺構、 SK108士坑がある。

cm、短径約50cmの楕円形で、深さ約13cmの浅:し、fLDみの埋土上部で、火が焚かれ、赤化し

が形成されている。遺物は出土しなかった。

SKl12土坑(第141図、図版18• 47) 

LR33グリッドで検出した。西側に約 2m離れてSK111土坑がある。 SX130柱穴群の範囲内

である。平面形は長径約 1m、短径約84cmの不整楕円形で、深さは約29cmで、ある。底面は平坦で

ある。底面と壁とは明瞭な;稜をつくらず緩やかに曲線的に立ち上がる。埋土は自然堆積で、埋

土中には多数の土器片が含まれていた。

の土器はこれまで記述したような土師器とは明らかに異なるものである。 264• 265は

杯形土器である。口縁部は外反せず、胴部から直線的に立ち上がる。内外面ともロクロ調整で

底面には回転糸切り痕が残る。 264は口径が11.3cm、底径5.6cm、器高3.8cmと小型で、他の遺構か

ら出土した土師器杯とくらべて底径がやや大きめである。 265は口径12cm、底径6.6cm、器高4.0

cmで、ある。焼成は良好で竪鍛である。

266~274は思形士器である。 266~269は灰色がかった色調で、器壁は薄手であるが焼成は良

好で堅殺である。口縁部が外反し胴部がやや膨らむ。口径は 11~ 12cmと小さし底径も 269は

3.8cmで、他の遺構から出土している土師器血形土器よりも小ぶりである。 270~274 は口径が 11

~12cmの小型の皿形土器で、あるが、他の遺構から出土した土師器皿形土器や266~268 とは違っ

て、外国に細くて深いロクロ患が残り器表面の出凸が激しい。焼成は良好で竪綴である。口縁

部は鋼部からそのまま立ち上がり、口唇部がわずかに内湾あるいは外反気味になる。 274は回転

糸切り痕が残る。 275~278は小型の手づくねの土器である。内外国に指頭押圧痕が残る。

胎士は266~269のlllL形土器とイ以ている。

269は悪形土器の破片である。胎士には径約2~5mmの小礁を'含み、器表面にも露出している。

粘土の粒子は細かい。焼成はきわめて良く堅般である。色調は、他の遺構から出土した土師器

にくらべて赤みが少なく、黄褐色~I夫褐色が強い。内面はユピナデ、外面は!幅約 5 mmの植物の

茎のようなものによる不整方向のナデによって調整されている。 268.270・272• 273 • 278には、

内外面に漆のような黒色の液体が、流れて付着したような痕跡がついている。

SK115土坑(第142阪、図版18• 

LP34グリッドで検出した。 SX130柱穴群の範閤のほぼ中央部にあり、南側にはSN110焼士遺

構がある。平面形は長軸約 1m25cm、短軸約85cmの不整長方形で、深さは18-25cmで、ある。底面

る。壁は緩やかに立ち上がり底面との間に明瞭な稜はない。埋土中から

したが小破片が多い。 281は口径9.5cm、底径4.2cm、器高3.8cmの小型の杯形土器で、
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下回遺跡

SK1l2土坑出土の270-274と同様の胎土、焼成である。腕部がわずかに膨らみ、口縁部は外反気

味である。外面には深いログロ自が残り階段状の凹凸が著しいが、口唇部は約 8rnrnの

に仕上げられており、やや肥厚している。底面には間転糸切り痕が残る。282は由形土器で焼成、

色調が、 SK1l2土坑出土の266-268と類似する。 283はロクロを使わない血形土器で、

接合痕が明瞭である。全体にユピナデ痕が残り、外面はへラケズリで調整されている。 285は手

づくねの皿形土器で、器内外面に指頭押圧痕が残っている。薄手で焼成があまく軟質である。内

面には光沢のある黒色~黒補色の液体が、流れて付着した痕跡がある。

280は不定形石器で、表面の右側縁下半部に表面から細かい 2次加工が施された刃部がある。

表面は全体に、裏面は一部分に 2次加工が施されている。

SK111土坑(第145図〉

LR33グリッドで検出した。 SX130柱穴群の範囲内にあり、西側にはSK1l2土坑がある。

1 m24cm、短径約 1mC1)楕円形で、書記さは約12cmで、ある。底面は平坦である。埋土中か

らSK1l2土坑やSK1l5土坑で出土したような血形土器の小破片が 1点出土した。

S対110焼土遺構(第145図〉

LP33グリッドで検出した。 SX130柱穴群に属する柱穴2本によって切られている。長軸約60

cm、短軸約48cmの不整方形の浅い掘り込みの中に火焼簡があり、焼土が堆積している。遺物は

2点出土した。 286はSK1l5土坑出土の281と同様のっくりの杯形土器である。 286は手づくね

の土器で薄手で全体が磨滅している。この焼土遺構を切っている柱穴の中から和鏡と菱形土器

の破片が出ことした。

SK30土坑(第143図、図版22)

LT36グリッドで検出した。 SX130柱穴群の範囲内であるが、周辺には他に遺構がなく、単

独で、離れた位置にある。 SK30土坑付近は耕作と黒ボク土採取による削平をうけており、土坑

のプランが地表面に露出していた。平面形は上端径約 1m、底径約50cmの円形で、深さは約24cm

である。底面は平坦で、壁はゆるやかに湾曲して立ち上がる。底面と壁面は強い火熱をうけ

て、赤変し硬化しており、北東側の壁面が顕著である。埋土最下層には厚さ約10cmの炭化物層

が堆積している。この炭化物層を覆って火山灰がレンズ状に堆積する。北東側では部分的に火

山灰層を切って上部から入り込んでいる炭化物層が認められた。遺物は出土しなかった。底面

と壁面が焼け炭化物が堆積し、埋土中にレンズ状に火山灰が堆積する点は北部遺構群のSK14土

坑と類似しており、土坑の性格、廃絶時期が共通すると考えられる。底面に堆積する炭化物と

火山灰を切っている炭化物については14C年代測定を行った。火山灰を切る炭化物が760年

A.D.、底面に堆積していた火山灰が1440年A.D.という結果であった。またこの火山灰の分析を

行ったが純度の低い灰白色火山灰かどうかは不明という結果であった。
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第 2章調査の記録

SX130柱穴群 (第143・144図、図版19・47)

LTライン-LMライン、 32ライン、 37ライ ンの範囲で合計807基の柱穴を検出した。この範囲

内にはSI100竪穴住居跡、 SKI01土坑、 SKI08土坑、 SK99土坑、 SNI03焼土遺構、 SNI02焼土遺

構、 SNI07焼土遺構、 SN110焼土遺構、 SK112土坑、 SK115土坑、 SK111土坑、 SK30土坑が含

まれる。SI100竪穴住居跡、 SKI0l土坑、 SKI08土坑、 SNI07焼土遺構、 SN110焼土遺構とは切

り合い関係があるが、すべてSX130柱穴群の柱穴が新しく各遺構を切っている。柱穴の埋土中

には黒色土(lOYR2/2)の入るもの、暗褐色土(lOYR3ん〉の入るもの、褐色土(lOYR4ん〉の

入るものがあり、炭化物粒、焼土粒の含まれるものもあるが、埋土状態による柱穴配置の規則

性は認められなかった。樫土中に土師器・縄文土器・石器等の遺物が入っている柱穴は113基で

ある。これらの うちSN110焼土遺構を切っている柱穴のうちのl本から和鏡が出土した。

287は瑞花双鷲八稜鏡である。上下に位する稜尖と中央の釦も含めて2分の1強が欠失する。担
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下回遺跡

J
も しているの のかは不明である。

区より1.5111111低い。

さ3lI1mで、ある。

は4.5f11111で、ある。

る。内

さ1.5111111、外

されと瑞花が描かれ、

。
。

『

h

V

7

Q

る。

287の和鏡と して した。 用

2 ~ 5 mmの小礁が混じる。小礁は器表面にも露出している。焼成はきわめて良く竪般であ

る。この胎土と!焼成はSK1l2土坑内から出土した279と同じである。調査区内からは多量の土

土しているが、この種の胎土 e 焼成のものはきわめて少数である。外面は径2~3mmの

植物の茎を束ねた脱毛状の工具によると思われるもので、上下方向に撫で、その後で、部分的

のへラナデによってその痕跡を消している。ま

3 ~ 4 mrnの植物の茎を 1本だけ用いに、さら

る。内

に撫でており、沈静、;1犬になってい

いられたものと同じ植物口

の茎の跡がみられ、胎土にスサ状に植物の茎を入れていたものと思われる。この護形土器は287

された時点の遺物と考えられ、地の二l~師器よりは時代が下る可能性がある口

4. 南部道横外出土漬物(第145図289~第149図348、図版47 。

と接合するものや胎土 e 焼成@

ら北東にのびる細長い丘陵の尾根線よりも南側

の西から東に傾斜する

う遺物が斜面に流出して

りもこの斜面に散布する

したものと考えられる。

289~294 • 305 • 

強し

ら出土したものと同質の土師器で焼成はややあまく

ある。 294以外は口縁が外反する杯形土器で胴部はやや膨らみ、

である。 289• 290は口唇部が肥厚せずゆるやかに外反する。 290は口径13cm、

cm、荷尚J.Ucmじめる。 292は口唇部が細く尖り端部のみわずかに外反する。 305• 306は口

きく引き出される。293は口縁部のロクロ自がきっく器壁が薄くなって外面に段

差がつく。口唇部は大きく外側に聞く。 291はロクロ自の田凸が激しく器壁は厚手である。口

されるように丸くつくられている。口径13.6cm、底箆4.6cm、器高4.2cmで、ある。 294

は口繰音13がl百線的に外但"に聞いて立ち上がる。 307• 319 • 329は同種の底部で307は底面が薄く

る。胸部は大きく膨らんで立ち上がる。胸部の膨ら

もつものと思われる。

298~304 、 308~313 、 315~318 • 322は粒子の細かし

らみて、 ~305 • 306のような

し、砂粒をほとんど含まず、
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る。

第 2章調査の記録

している部分はにぶし

る。内外面ともる。 でおり 289~ 294 • 305 

るもの (299• 300)がある。

なもの (302• 303入

り

るもの

もの

しているもの

• 301)、内

し、。 、口

もある (308• 311 • 315令

311 • 313 • 318は内

ある

ある

、 3()2~304

しており、その

Ltニもの 322は円高は全面に、 口

いている。このよう

322&土口

らこの物質は

日ロ
口t:r

から

あると忠われる。 304は口

ある。

296φ297 • 314 • 320 • 321 • 323 ~ 328は内 くて深いログロ自のあるもので、

111 

第144図窮蔀遺構関遺物謹合状j克
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1'-田]立湖、

しい。 320は底部から口

クロ目はなく 1，lcmの

ま に立ち上がる。口

さhている。口

には胴部にある深いロ

。、
ロクロ

させ手持ちの糸を回転させた糸切りmが残る。焼成はあまく

径4.6cm、器高3.3cmで、ある。 321は325、332と重なって出土した。内

る。口径10.9cm、

し外面は

る。器壁はやや厚手で [-1縁部直下も厚さ • 321 

323 • 324と同じっくりである。

させて糸を

し平坦ではない。

しており、

く残り

327は中央部が突

る。口径v"ill.2cm、)底径5.()cm、

ある。 324の内外面には部分的に漆が付着する。 325は内

しているがその割れ rlにも、漆が外面に流れ落ちるように)享く付

した後にも小混として使JtJされていたものである。底面は糸切り

、いすれも底面には糸切り痕が残る。

ど

』ア

Q 。

330~337はログロを使用せずに製作さ

る。 330は薄く小型で子づくねである。日

る。 330会 332には内 してい

くねで成形

ヨコナデ痕が残る。¥..，、ずれも焼成はあまく軟し服部下半をへラケズリ している。内

ある。 331の口怪は約9.7cm、

してし、る。内

Icm、 。。 ヘラケスリで‘

る。 332• 334は棺約1.2cmの 明

る。外面はヨコナデの後、口縁部を残して上からドヘヘラケズリを施して調整している。内面

はヨコナデである。 332は底面にもヘラケズリが施されている。口径11.9cm、底径5.3cm、

cmで、ある。 336も同様のっくりの底部である。 335は粘土紐の接合痕が明瞭に残るが、内外面と

も磨滅が著しし、。 337は厚手で腕部は膨らみをもち口縁が内湾する。外面の上半はヨコナデ、下

=1 f 十午、マて、索、ス
一一ノノ」レ!-J'0-) 0 

338は胴部上半が内 し、口縁部がくの

焼成はきわめて

に外反する。胎土は粒子の細かし

である。 339 342. 343も

した289と同じである。タト面 iJ寸こヘラナ

v
刀

山
口
成

川

焼

内

手打。

口
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円
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一rl

て

み

瞭である。 339もログロ

く先端の注目し、口縁部が外反する。

内外

'7 
包〉 し

まず338• 339 • 342 • 343とは異なる。口

で、口唇部との潤に稜がある。 341も340と ある。口
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ド!日j立跡

出 ど 明 ある。口 りされ断面形が方形になる。 347も

ある。 342は産立する胴部に外側口 っくりは同じである

ブ

ケズリ る。

のijM]

ヨコナデである。口

344 ~346v主ログロ{専用で n

ある。

もつO

る。:i4S

の!出 弁弓ー

く引き出こからでち tがる 11 J-

され、 しだし、

あるの口

もってし、る。

に細く引き出されてし、る。

J
h
…U
 

L
」面J

「
ム
ザ
r
J

h
1
J
 

F
L
I
 

huu 
して:おり

J
 

7
心

跡
・
知
幻

込斗，
e建A

『つ/一門出

ご
J

v

q

u • 21 • 48 • 49) 

MF46~48 三 lVlG46~L18、主iIH47 号 48 グリッ F- にまたがって十台出し犬二n

に張り出 されている。南側 によって大きく削られている。

長さ約 7m80cm、

り込んで、その南側に東西約約lOm40cm、南北約 8m40cmたよとの平坦曲を{乍/::Uし、

に東側に曲がり、しだいに浅く幅が狭くなって、

側に開いて曲がりながら約 4mで自然に消滅している。溝の援の高さは西側で約 51cm、東側で

チ主ス
"~u 

ー井h て、， 、司明 。ノ
J 
てJ

Jぞ 7
c:f':';ζみ

台、 どちら側も明瞭な稜線がある。こ

東側では多数の柱穴を検出したが、切り合っている柱穴も多い。

には部分的に火 している。火山灰は構の

うに混土火 る

に土の堆積が始まった

ら流れ込むよ

うち、 2本の切り合いがある

き取られた跡が凹地となり、

7
9
 

P 1、P2 も火

その部分に火山灰が堆積したものである。

ら東側約 3mまでは地山まで削平して

には火山灰は認められなかった。

としてし、るが、それよりも の東側は

であるが、全地i-Lr 守口}
に地山土をブロ、ソグ :1央に っている。
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第 2章調査の記録

体に東側に傾斜しており水平ではない。中央部には長軸約 3m20cm、短軸約 1m50cm、厚さ約20

cmの地UJ士が堆積したマウンドがあり、その北側にも向様の地山土が P6柱穴を覆って堆積し

ていた。

柱穴はほとんどが円形または不整方形の掘り もち、埋土の土層断面から柱痕跡が観察す

ることができた。 P1" P 2はP1が古く、径約44cm、深さ約80cmの円形の掘方に径約22cmのJ柱

痕跡があり、それを切って 1辺約45cm、深さ約45cmの不整方形の掘方に径約25cmの柱痕跡のあ

るP2が構築されている。柱穴の最上部には火山灰が堆積していた。 P6はP5を切って地山

より約11cm上位から掘り込まれている。 P6の掘方には地山土のブロックを多く含む土が充填

されている。 P5は地山土のマウンドvこ覆われている。 P7は黒色土中で平面プランを確認し

た。 1辺約65cmの隅丸方形で、中心に痕跡があり、その周辺には地山ブロック

土を充填している。確認面からの深さは約58cmあるが、地山を掘り込んでいるのは下部の約25

cmで、ある。溝のコーナーにある P4 Q P 11 • P 12は検出時点ではP4の掘方は見支ず、 Pll.P 

12が地山面で黒色士のプランとして確認できた。その後さらに精査したところ、地山とみえた

部分が地山土を閤く貼ったものであることが判明し、断ち割ったところの土層断面で P4の掘

方と柱痕跡が観察できたものである。したがって P11 • P 12はP4の柱を根元から切り取り、そ

の跡を埋めてから掘り込まれたものである。

以上のような柱穴の状態を考慮、して建物跡の柱穴配置を復元してみると、まず第 I期の建物

としてはPド P3.P4.P5.P7.P9による東西 2間南北 2間以上の建物跡がi需の内側に沿

うように構築されたと忠われる。 P8 • P 29とP7を結ぶ線は建物の北辺と直角方向なのでP

8 • P29も第 I期の建物内部の柱穴の可能性がある。その後建て替えがあり、第五期の建物とし

てP2 .P3.P12. P 6.P10による東西 2間南北 2間以上の建物が、第 I期とほぼ同じ位置で

P 3を再利用して構築された。第 1J明に比べて主軸がず、れるが、構が東側にほぼ直角に屈曲し

た後、先端がやや北側に開く方向と一致する。さらに第亜期として主軸方向を大きく変えて P

14 • P 24等を使用する遺物が構築されたとも考えられるが、これらの柱穴については第 I期ま

たは第五識の建物内部の柱穴であった可能性もあり、第頂期の建物については、可能性の指摘

に止めておきたい。第 I期建物跡の柱間間隔は、 PI-P3-P4が 2m10cm + 2 m60cm (7 

尺ト 9尺j、P4-P5 P7-P9が 3m20cm + 2 m88cm十2m10cm (10.5尺十9.5尺十 7尺jで

ある。第五期の建物跡は P2 P 3 P 12は 1m96cm十2m42cm (6.5尺十 8尺λP12-P 6 

P10は 3m36cm + 3 m40cm (11尺十日尺)である。第 I期は東西27尺であるのに対し第五期は

も1間減っている。南北の柱間距離も約 l割短くなっており、建物を縮小す

えであったと考えられる。

中から出土し、 くにまとまりがある くない。 ま

7
G
 



ド旧遺跡、

れる火山灰と同じレベルか、それより

れたものと考えられる。

からの る。火山灰が流入する ざ」

y
ん

7
Y」一式ふよL

U
 

まれていた

ど出土しなかった。土

たのみである。

杯形土器は少なく図化できたのは 2点である。349は口縁部が外側に引き出されるように外反

は P2 に小 入れられてい

するものである。 350は底面に回転糸切り痕がある。

351 • 352は口縁部が外反する

しているため不明だが、おそらく

ある。 351は胴部の が薄く口 し、。

いへラケズリ したことによる

さ;1lている。 353

る。腕部から

側に

ものと思われる。 352は胴部がや らむ器形で、外聞はヘラケズリ

~356~主ログロ調整で、口

屈曲して外反した口縁部は逆にやや丸く内湾、気味に外に伸び、さらに口

引き出されている。 355は胴部と口縁部の屈曲

曲がきっく稜が明瞭である。口

るが、 353舎 354• 356は腐

ナデ、 358は

〈 ニコ _1_ニニ、wマて、---ノノノ、ー、
庁、、〈二三ん寸や 11 -rて、 4ヱヱ'-'"_./ ノノ/、/ ~μSJ .-a.i 0 

し
」ザ

A 1今、
i .....ふえ

離れて出土した破片が接合している。

359は羽釜である。腕部から口縁部にかけて内傾し胴部 あると推定される。

くなり断面形は 3仁i ら約2.4cm-F vこ!幅2.6cmの鍔が水平にめぐる。

」ア

心。 ら口 までは も滑らかである。口 は丸く、 住居跡

出土の ように口 もなし、。口径18.7cm、鍔の

24.2cmで、ある σ 口

ある。

360 • 361は鍋形土器である。いずれも口縁部か

J.- ログロ自 しており 明で

ロクロ され、その

ヘラケズリが施されている。胸部下ずーから は内 にタタキ自があり、 360はタタキ目の

あと にナ されている。桐部上半のへヲケズリはタタキ自のあとで施さ

れている。 360は外反する口 の器厚が胴部と|可じ である。 外側に立

いる。服部はあまり膨らみをもた

口 ま である。 361も る口 仁i

り断面形が3角形に引き出されている。口

も胴部に比べて薄くなり、 360とは異なっている。

である。 360は溝の北西隅から、 361 ととも まとまって出

上し戸二円 361&土口 J> -ヲ
め/，，;)
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下回遺跡

1 10YRZ/3 
2 IIlYR2/:1 
3 10YR 2/2 
4 i.5YR 2/1 
;:) lOYR ~'::2 
D I()'{R :!:'::;' 

10YR 3/4 
R 10YR 3/:1 

lOYR 5/8 
10 [OYR6/G 
11 10YR 3/3 
12 10YR3/.1 
13 10YR 6/6 
14 10YR 2/3 
15 10YR 3/3 
16 10YR ~/~ 
17 10YR:1/3 

ベル 1， 3 
1 10YR2/3 
2 lilYR2/3 

10YR 5/6 
10YR 2/3 
10YR :1/3 
10YR 2/3 
jOYR:lI:l 
lllYR3/4 
IIlYR5，。

10 1りYR5/'1 
11 jOYR 5/6 
l:! [OYR4/4 
13 10YR 2/3 
14 lOYR G!8 
ぺ 'l ト 4

1 10YR 3/4 
~ 10YR(i!4 
3 lOYR3/，! 
<1 10YR:li2 
G lOYRν6 
肘 jOYR3!4

j日YR3/4 
[; 10YR 6!G 
9 lOYR 6/6 
lI) jOYR 5/6 

ベ"ト 5
1 10YR.l/.l 

lOYR 5/6 
:1 lUYR日常

4 10YR 3/2 
T うンド

1 10YR5/fi 
10YR 3/3 
10YR 3/2 

4 10YR 3/4 
G lOYR 3/2 
6 10YR 5/4 
i 10YR'i/日

計 lOYR;;/H 
9 IOYR 3/:1 
10 10YR 3/3 
11 IIlYR 5/6 
P.1. ll. 12 
1 lOYR 5/6 
G 10YR 6/6 

10~:6 入c 黒色土l土'f，SI主

以ト Jがまと士って合空れてし、る。結f品色二l二

赤社J色二七 olmmを!被鼠"言

し一どり η。地tlj何故位色 kが lら九.投首位ゾ')~ Sl!(，、BlJ品ユ?品色ト 1(J '!(~)、古I
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第 2章調査の記録

P12・4・11 P6・5 P17・18

⑧ -<@ 正ず係。P27
H : 35.6m 

-H・35.6肝

。
1際機

観論
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t;53〆か Pl・2 P3 

もカP29ド8
一〈診- -@-

P24 i( J) rc.v 
A 

8 てP。 も
P19 。
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J 

P17 / Pl0 
P7 P22・21

ゐ 16

/ 

正る ⑥ 
、 4. 

d:2  

~ -H : 35.0m-

〆 級協
"-

P16・14・15 P20・19 P23 

一秒 @一 一⑥ー。 2m 

謡選湿
- 11: 356m 

P8・29
P24 -(> -Q) -

-H : 35.6m H : 35.0m-

第151図 5824建物跡
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下出j立助、

6. 出土遺物(第156図 ~158閃、図版相、 50)

らは土師器がまとまって出土したが、小破片が多し

できるものは少ない。この斜荷iにはSB24建物跡があり、さらに南側の全体の形態

された部分にも してい 土

う

と
J.- るものもあり、 SB24建物跡やその

されたものと考えられる。

ザ

hu

362は口 に立ち上がる である。 であるが、焼成

る。

.5E. 
I-iLf 

は他の土師器とは異なり、

ら出土した杯形土器の一部とよく似ている。 I):J

1-の示111かし

ともログロ

F 、
こ/レ

ど含まメ、

!二! と外面の口

にぶい貰褐伊tである。内面の腕部上半から

している。日記8.6cm、底窪3.5cm、器高3.9cmで、あ

7
G
 

くの字形に外反する整形土器である。 365は外国がヘラケズリ、内面はナ

である。胴部上半がやや膨らむが、直径は胴上半と口

縁部でほぼ同じである。口径9.2cm、底径9.2cm、器高19.1cmで、ある。 366は口属部が平土日にナ

整されている。胴部上半はあまり張らず最大径が口縁部にあると思われる。 367• 368は口

364~366は口

る事形土器である。 367はと方に立ち上がる口唇部が丸く肥厚し、断面形が

なる。胴部は張らず円筒形である。 368は上方に立ち上がる口唇部がやや外側に細く

引き出され、先端が尖り断面形は3角形である。いずれも胴部の張りが弱し、ため外側に大きく屈

曲して張り出す iコ される器形である。 369は胴部下半から底部の破片で外面はへラ

ケズリ、内面はナデである。服部が張ら い器形である。 370は外面にタタキ自の

『。
ある。

くなるようである。

り、断面形が 3

けて 、口

る。胴部は膨らみがある。胸部上半は

のへラケズりが施さ にかけては内外面ともタタキ目が残る。

の製作技法はSB24出士の360• 361と共通し、口で胴部 i二半のみ若十待L、。
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会之宮口ヱ.~-正、 ι 土
問ぷ単一 問主tU)uし祢

ら底部にかけて さ十土360に、 口 と納部の膨らむ器形は361 して

いる。

SK14土坑

と遺物

のト部、 LG62.L百62グリッド、で検出した。北側の斜面中胞には

やや縦れてSK16士坑がある。平面形は一辺が約90crnの隅丸方形である。

し、その内部には火山[u{が

斜し、琵約35cmの円形の凹み;[Kになっている。

は段が明瞭である。

ングしている。

していたn

. ，] 半割

さ二 も/._

り、北東側

部{~IJ で、は約34cm、下部側で、は約20crnで、

傾戸
、
、

ブ
ハ
Uあ

ある。 !こ

段は強い火熱によってもろくなった えられる。底面には厚さ約 8crnの

には火山灰がレンズ状に堆積する。底

けていること、埼土中に火山灰のレン

る。埋土中からは遺物は出土しなかった。積があることは、 SK30土坑やSK101土坑と

SK16土坑 図版24)

LG65 • 66グリッドで検出した。SK14士坑より

軸 2m14crn，'短軸 1m84crnの不整円形で、底面は径約55cmの円形である。深さは斜面上部の北

側で、約92crn、斜面下部の南側で、約65crnで、ある。底面はゆるやかに湾曲し外傾して立ちトがり、断

ともかなり堅般であるが焼けてはいない。十折:の最下l留に

し、中央部で、は約15crn埋没したところで火山灰の堆積が始まり 4-5 crnの

には斜面と部である北西側から黒褐色土、陪褐色土が流入し自然堆積し

ている。遺物は出土しなかったが、火

期に廃絶したものと考えられる。

8. 北部遺構外出土遺物

らみてSK14土坑.SK30土坑などと

SK14の周辺で 1

も器形は不明である。

と斜面から各 1点の 出土した。細片のためいず~h



F出j立跡、

{ 1) 
、一
'--._ 

'~ 
、

. ¥ - /一-
.C=-_~~.~ 一

。

G
n
v
 

第152菌 S824建物跡遺物出土状況



話 2章誠去の記録

日B24

Ii 

Ss24 

(1) 



(
N
)

長
一
姻
什
話
器
容
積
寸
N
由
の

図
寸
忠
誠

-244-

下iこl:I遺跡



2主主 調査の記長

ムゾ;71

，f
l
i
l
i
-
-
f
J
l
i
 

第155図東部遺構外出土遺物 (1)



C"rγ 、昼~rも.J.

i一応i)主i郎、

第156図東部遺構外出土遺物 (2)
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2章調査の記録

第157図東部遺構外出土遺物 (3)
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第 3章 自然科学的分析
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第

8SD-4 SK30土坑火

8SD-5 SK30土坑火

のと

の下

8SD-1 

8SD-2 SB92建物跡炭化壁材

8SD-3 SK101上坑坑底面

1+1 セン々

1987年12月26H 

なお年代{直の算出

した誤差はβ繰の

lニ/コL、-cグ〕 じ1)
、J_
〈λF のj邑り

3 15 

L主

を使用していま ιE 
d、

σにもとす L、て で，標準偏差 (ONE

に相当する年代です。ま

る年代を下限の年代値 CB.P.)とし

と自然百十数率の差が 2σ以下のときは、 3

しであります。また試料のβ線計数率と

(MODERN ST ANDARD CARBON)についての )--σ7 2σ以下のと

きには、l¥1oaernと し、 O
14C% してあります。

目己

Code No. 試平| 年代0950年よりの年数)

CaK-13657 Charcoal fr0111 -f田遺跡 280士 80

NO.18SD-1. A.D.1670 

GaK-136G8 Charcoal from 下回遺跡 1030 ::t 160 
NO.l 8SD-2. A.D.920 

GaK-13659 Charcoal from 下回遺跡 200士 90

N o. 3. 8SD-3. A.D.l750 

GaK-136660 Charcoal fro111 F田遺跡 1190士 70

N o. 4. 8SD-4. A.D.760 

GaK-13661 Charcoal from 下問遺跡 510 ::t 80 

N o. 5. 8SD-5. A.D.l440 

⑮ 
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